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富士電機は、地球社会の良き企業市民とし
て、地域、顧客、パートナーとの信頼関係
を深め、誠実にその使命を果たします。

1.エネルギー・環境技術の革新によ
り、安全・安心で持続可能な社会の
実現に貢献します。
2.グローバルで事業を拡大し、成長す
る企業を目指します。
3.多様な人材の意欲を尊重し、チーム
で総合力を発揮します。

本基準は、富士電機とその社員一人ひとりが、「経営理念」を実践し、社会的責任を果たすために、
国の内外において関係法令・国際ルールおよびその精神を理解し遵守しつつ、高い倫理観を持っ
た行動ができるように、富士電機とその社員の判断の拠り所や行動のあり方を定めたものです。

❶ 人を大切にします
❷ お客様を大切にします
❸ お取引先様を大切にします
❹ 株主・投資家を大切にします
❺ 地球環境を大切にします

❻ 社会への参画を大切にします
❼ グローバル・コンプライアンスを最優先します

❽ 経営トップは本基準の実践を徹底します

・豊かさへの貢献　 ・創造への挑戦 ・自然との調和

熱く、高く、そして優しく
［スローガン］

電気、熱エネルギー技術の革新の追求により、エネルギーを最も効率的に利
用できる製品を創り出し、安全・安心で持続可能な社会の実現に貢献します。

［ ブランドプロミス］

基本理念

経営理念

富士電機企業行動基準

ブランドステートメント

経営方針

FUJI ELECTRIC
RECRUITING GUIDE

❼-1 コンプライアンスの徹底
❼-2 リスクマネジメントの徹底
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事業と部門の概要INDEX

事業・部門

発電プラント

パワエレシステム

電子デバイス

食品流通

研究開発部門

営業部門

ものつくり部門

調達部門

発電プラント事業本部 電力／地球環境／クリーンエネルギー／エネルギー効率の最大化／CO₂削減／温暖化対策／
エネルギーソースの転換

Si・SiCパワー半導体／電力変換／電力の最適化／省エネ／産業機器／電気自動車／民生機器　ほか

Si・SiCパワー半導体／電力変換／電力の最適化／省エネ／産業機器／電気自動車／民生機器　ほか

自動販売機／コンビニエンスストア向けコーヒーマシン／ハイブリッドヒートポンプ／IoT化　ほか

機械学習／ディープラーニング／画像認識／言語認識／最適化／モデル予測制御／IoT　ほか

絶縁材料開発／SiCチップ／高効率モジュールによる電力世界への変革　ほか

生産技術／製造技術／自動化技術／センシング・デジタル化／AI活用／IoT／CAE技術　ほか

コスト・納期マネジメント／調達戦略／サプライヤ評価　ほか

IT活用／クラウド活用／全社システムの開発・運用　ほか

冷凍・冷蔵ショーケース／コンビニエンスストア向けコーヒーマシン／セルフレジ／自動釣銭機／
スマート店舗　ほか

IoT／クラウド／情報処理／セキュリティ／組込ボード／再生可能エネルギー／系統解析／制御／
強度シミュレーション解析／熱流体シミュレーション　ほか

センシング／エネルギー変換／パワーエレクトロニクス／WBGデバイス駆動／絶縁／放電／電流遮断／
電磁気／EMC／メカトロニクス／熱流体／排ガス浄化　ほか

エネルギー（電力／ガス／石油／水力／火力／原子力）／
社会インフラ（鉄道・道路／中央官庁・自治体／情報通信IT）／素材産業（鉄鋼／化学）／
組立加工（自動車／重機械／電機・電子・精密）／半導体／食品流通（飲料・小売、運輸）　ほか

全製品

生産・製造技術／生産管理技術／設備開発・設計／材料・評価技術

素材／部品／機械・装置／加工・組み立て品／エンジニアリングほかの調達

インダストリー事業本部

受配電・制御機器（器具）事業　

情報制御システム開発部門
（富士アイティ株式会社）

エネルギー事業本部

パワー半導体事業

電子デバイス研究開発分野

自動販売機事業

店舗流通事業

デジタル開発・解析・
制御技術研究開発分野

材料基礎技術研究開発分野

エネルギー技術研究開発分野

AI/IoT技術研究開発分野

主な技術・製品 キーワード 掲載
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社内SE部門（富士電機ITセンター株式会社） 経営基幹システム／生産管理システム／情報インフラ／ IT ユーザサポート 48

エネルギーマネジメントシステム／スマートメータ／電力系統監視システム／
配電自動化システム／電力需給管理サービス／変電設備（変圧器／開閉装置）／
大容量整流設備／産業用大型電源／配電盤／無停電電源装置（UPS）／
パワーコンディショナ（PCS）／データセンター　ほか

電力の安定供給・最適化／エネルギーインフラ／スマートコミュニティ／鉄道／中央官庁・自治体／
産業プラント（鉄鋼／非鉄金属／化学）／商業施設／データセンター　ほか

インバータ／サーボ／モータ／駆動制御システム／計測制御システム／誘導炉／
鉄道車両用電機システム／車載EVシステム／船舶用排ガス浄化システム／
各種計測機器・センサ／放射線管理システム　ほか

情報技術（ソフトウェア、ネットワーク提案・設計開発）／
制御技術（ソフトウェア、付帯工事提案・設計開発）／
エンベデッド技術（組み込みソフト）／コンポーネント開発（IoTコントローラ）

地熱発電設備／水力発電設備／風力発電設備／太陽光発電システム／燃料電池／
火力発電設備／原子力関連設備／産業用電動機・発電機／
トンネル用電気集じん機設備

異常兆候検知システム／店舗設備総合管理システム／
エネルギーマネジメントシステム（FEMS、BEMS、需給最適化、鉄鋼向けEMS）／
AI技術（画像認識、言語認識、診断・分析、予測、最適化）／
モデル予測制御技術／データ解析技術

化合物パワー半導体／材料技術（機能性材料、金属・接合材料、樹脂・絶縁材料）／
分析・解析技術／分子シミュレーション技術／
MEMS デバイス応用機器（メタンガスセンサ、加速度センサなど）

熱流体システム／電磁気応用技術（電磁ノイズ対策（EMC）、電流遮断、絶縁）／認識・制御技術／
エネルギー変換技術／変電装置／工業電熱装置（次世代デバイス応用、電力変換）／
計測機器（ガス分析計、温調計、発信器など）／船舶用サイクロンスクラバ／鉄道・車載機器／
大電力変換器

IGBTモジュール／パワーMOSFET ／電源制御IC ／パワーIC ／ダイオード／
プロセス技術／デバイス技術／パッケージング技術／ SiCモジュール

パワーデバイス（SiC デバイス／先端Si デバイス／次世代パワーモジュール）

飲料自動販売機（缶・ペットボトル・カップなど）／食品・物品自動販売機／
ディスペンサー、自動給茶機

冷凍・冷蔵ショーケース／エネルギー管理システム／機器管理システム／
自動釣銭機／コンビニエンスストア様向けコーヒーマシン

IoT向けクラウド対応情報システム／セキュリティ技術／ｘR技術／サイネージ自動販売機／
パワエレ機器向け組込ボード／蓄電池・分散電源・産業機器の制御システム／系統連系技術
／系統解析技術（瞬時値解析、潮流計算、電力系統シミュレータ）／
CAE技術（構造解析、熱流体解析、電磁界解析、及び連成解析）／モデルベース開発技術

電磁開閉器／電磁接触器／配線用遮断器／漏電遮断器／マニュアルモータスタータ／
高圧真空遮断器／保護継電器／制御リレー・タイマ／ FAセンサ／操作用スイッチ／
エネルギー監視ユニット／システム機器（ソフトウェア、ネットワーク）

FA／自動化／省力化／生産性向上／産業プラント／鉄道／船舶／石油放射線管理／医療　ほか

工作機械／半導体製造／電力／小型化／エネルギーマネジメント／IoT　ほか

IoTコントローラ／SE／システム開発／ソフトウェア開発　ほか
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職 種 紹 介

　経営企画・事業企画は、社長など経営陣や事業部門をサ
ポートする仕事です。高度な専門知識（人事・会計・財務・
法務など）に裏打ちされた市場動向・競合他社・自社の分
析により、全社の経営や各事業における課題を抽出し、課
題解決に向けた戦略・施策を提案するなど、多角的・横断
的な観点から経営および各事業部門をサポートします。

研究開発 P27 P33 P35 P37 P39 設計・開発 P12 P16 P19 P23 P25 P29 P31

技術 P13 P17 生産・製造技術 P45

　品質保証は、メーカーにとって、お客様からの信頼を得
る重要なファクターです。製品の材質・性能の分析を行い、
製品が仕様書で示されている要件を満たし、お客様に満足
してもらえる製品に仕上がっているかを確認し保証する仕
事です。また、単に製品品質を保証するだけでなく、
ISO9001 など組織全体としての品質保証の仕組みの整備も
行っています。

品質保証

　システムエンジニアの仕事は、情報システム・情報制御
システムの導入を行う際に必要となるすべてのサービスの
提供です。ユーザと「システムを通じて何を実現するのか」
を取り決め、システム仕様を決定し、設計・開発し、シス
テムをつくり上げユーザの付加価値向上に貢献します。ハー
ドウェアの選定、データベースの構築、ソフトウェアの企画、
開発・管理・運用保守のすべての業務を担っています。

システムエンジニア P21 P49

　調達部門は、半導体用の微小サイズの部品から 10m以上もある発電機用軸材など、当社製品に
組み込まれる部材に加え、オフィスで使用するコピー用紙などを、国内外 7,000 社を超えるサプ
ライヤから調達します。主な仕事は、新規サプライヤ開拓、契約締結、価格査定・交渉、発注業務、
品質・納期管理まで幅広く、すべての購入品の機能、コストに対して責任を担います。

資材調達

　製品のコスト・種類・生産量・納期・生産工程などを把
握した上で、効率的に生産するための生産活動を計画し、
統制する総合的な企画・管理を行う仕事です。受注から集
荷まで幅広い範囲を担当し、計画通りに生産するなど、工
場全体の指令塔的な役割を担います。

生産管理

　入社から退職に至るまで、企業活動の根幹である「人 =
社員」の会社生活を支援する仕事です。社員一人ひとりが
能力を発揮できる、働きやすい環境を整備するとともに、
その能力を向上させるための教育・育成を行います。具体
的には、採用、教育・研修、人材配置、労務管理、人事制度企画、
海外人事などの業務を通して、「人」を活かし、企業活動の
活性化に努めます。

人事・総務

　会社経営の活動全般を「お金」という視点からつかみ、
経営戦略に活かします。事業活動に不可欠な資金の調達や
入出金管理などを行うほか、会社の経営成果を一定のルー
ルに基づき「決算書」として取りまとめ、ステークホルダー
に報告します。財務・経理は、「経営の羅針盤」として、計
数管理面から経営活動をバックアップし、会社の健全かつ
持続的な成長の要を担っています。

財務・経理

経営企画・事業企画

技 術 系 職 種 技 術 系 職 種 ／ 文 理 不 問 職 種

文 理 不 問 職 種

登場社員

登場社員 登場社員

登場社員

登場社員

　富士電機の営業は、全世界の企業や官公庁、地方自治体をお客様とした営業です。業種や地域
に密着してお客様が持つ課題やニーズをいち早くつかみ、それに対して自社の技術でどう解決し
ていくか考えて提案し、最適な技術・商品・サービスを提供します。さらには、市場のニーズを
先読みして新しいビジネスモデルを創出し、新しい技術をお客様に提案していきます。

営業 P41 P42 P43
登場社員

P47
登場社員

　革新的な製品開発に結び付く基
礎技術の開発、従来の製品・技術
をより向上させた新製品の開発、
また、それらの開発の基盤となる
共通技術の開発が主な業務です。
最先端かつ高度な知識を吸収し、
新しいものにチャレンジしていく
積極性、物事をさまざまな角度から捉えることのできる視
野の広さ、柔軟な発想力などが求められます。

　お客様との取り決め、あるいは
新製品の開発計画から作成された
仕様書に基づき、製品を製造する
ために必要な設計、試作などの業
務を担当します。仕様書に記載さ
れたお客様の要望を汲み取り、い
かに良い製品、お客様に満足して
もらえる製品に仕上げていくか、より高い次元の製品に仕
上げるための重要な役割を担っています。

　工場や各種施設の運用に必要不
可欠な、制御システムや各種装置
を納入する上でのプロジェクトマ
ネジメントを行う部門です。お客
様のご要望を満足させるために、
お客様の視点に立ったソリュー
ションの提案、受注前の見積もり、
受注後の設計、製作、試験、納入の過程における、品質・
コスト・工程の総合的な管理を行います。また、納入後の
アフターサービスやお客様のニーズに応える商品開発にお
いても、関連部門と密接に連携しながらリーダーシップを
取る重要な役割を担っています。

　製品を高い品質（Q）、安いコス
ト（C）、そして短納期（D）で生
産するための生産方式を計画し、
設備を導入して生産体制を構築す
るまでの業務を担います。生産工
程を構築するために必要な材料技
術・工法技術・設備技術などの技
術開発、製造の自動化・省力化・合理化などの計画や生産
設備の計画・準備などを推進します。
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富 士 電 機 の 事 業 概 要

電気を制御し、事故から守り、効率よく使う、人とエネルギーをつなぐ受配電・制
御機器を通じ、産業を支え、生活を支え、エネルギーマネジメントの進化に貢献し
ます。

低圧受配電機器エネルギー管理機器電磁開閉器盤内高圧機器

パワーエレクトロニクス応用製品に計測機器、IoTを組み合わせ、工場の自動化や
見える化により、生産性の向上と省エネを実現します。

高速鉄道車両駆動システムガス分析機器産業用ドライブシステム汎用インバータ

確かな技術で電力インフラを支え、エネルギーの安定供給、最適化、安定化に貢献
します。

変圧器無停電電源装置（UPS）変電設備エネルギー
マネジメントシステム（EMS）

富士電機は、エネルギー・環境技術をコアに、「パワエレシステム」「発電プラント」「電子デバイス」「食品流通」の
4 つの事業を通して、安全・安心で持続可能な社会の実現に貢献しています。

発電プラント
高度なプラントエンジニアリング力で、
高効率かつ環境にやさしいクリーンエネ
ルギーを供給する各種発電プラント設備
を通じて拡大する電力需要に応えます。

地熱発電設備 太陽光発電システム 風力発電システム 燃料電池

P22-23
パワエレシステム
P10-21

P24-27

缶・PET自動販売機 カップ自動販売機

電子デバイス

産業分野・自動車分野において、パ
ワーエレクトロニクスのキーデバイ
スであるパワー半導体を提供し、高
効率化や省エネ化に貢献します。

P28-31

食品流通 コア技術である冷熱技術に、メカトロニクス
技術やIoTを組み合わせ、食品流通分野にお
ける最適な商材とソリューションを提供する
ことにより、食の安全・安心に貢献します。

第7世代IGBTモジュール

海外向け大型食品機 冷凍・冷蔵ショーケース

エネルギー事業

インダストリー事業

受配電・制御機器（器具）事業

売上高

（2019年度）

9,006 億円
画像提供元：PT SEML

12%
15%

35%

12% 24%

パワエレシステム
エネルギー事業
受配電・制御機器事業

パワエレシステム
インダストリー事業

その他2%

All-SiCモジュール 車載IGBT パワーMOSFET

発電プラント

電子デバイス

食品流通
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パワエレシステム  エネルギー事業本部

事業領域

職種紹介

■設計・開発　■プラントエンジニアリング　■システム技術　■品質保証
■生産技術

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

電気を「創って」「送り」「使う」まで、一貫したマネジメントを提供します

■ エネルギーマネジメントシステム

再生可能エネルギーの急速な普及と電力自由化によ
り、電力の安定供給・有効利用に対するニーズがこれ
まで以上に高まっています。当社は、地域全体のエネル
ギー監視システム、電力の利用状況をリアルタイムで計
測するスマートメータ、災害時に電力を供給するスマー
ト蓄電システム、電力自由化を背景にした新電力向け

電力需給管理サービスなど幅広い製品、ソリューショ
ンを提供しています。
また、電力会社や自治体向けに、電力系統の監視制
御および配電自動化システム、保護制御装置、ダム管
理システムなど、電力流通分野全般にわたる事業展開
を行っています。

■ 変電システム

電力・鉄道会社などの社会インフラから工場・ビル
など一般産業まで、さまざまな分野に変電設備（変圧
器、開閉装置）を提供しています。また鉄鋼・非鉄金属

産業や化学プラント向けの大規模特殊電源設備、周波
数変換設備などの製品も取り揃えています。

■ 施設・電源システム

商業施設や工場、電算システムのバックアップ電源と
して用いられる小型～大型の無停電電源装置（UPS）、
太陽光や風力発電所で用いられる電力変換装置であ
るパワーコンディショナ（PCS）、電力の安定供給を行う
ための受配電設備など、さまざまな製品を提供してい
ます。
また、独自の動的気流制御技術を駆使し、半導体製

造業界や液晶製造業界におけるクリーンルームの建設
など、製造プロセスの改善にも貢献しています。さらに
クラウドコンピューティングの進展に伴い、近年国内外
で新築が相次いでいるデータセンター向けに、受変
電・非常用電源・空調、エネルギー監視システムを組み
合わせたトータルソリューションを提供しています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］
活躍できる学科・専攻

保護制御装置

蓄電システム

スマートメータ

工場エネルギーマネジメントシステム

変電システム 大容量整流設備

データセンター
パワーコンディショナ（PCS）無停電電源装置（UPS）
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省エネや災害対策に寄与するEMSで、社会と会社を支える

2008年入社 ／ 技術職 ／ 情報学部  経営情報学科卒業金 麗俐
パワエレシステム　エネルギー事業本部
エネルギーマネジメント事業部　
電力流通技術部　技術第一課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

富士電機が手がけているEMS（エネルギーマネジメント

システム）のうち、スマートコミュニティの中心的システムで

あるCEMSは、個別対象のEMSを統括し、地域全体のエ

ネルギーをマネジメントする役割を担っています。当社は、

北九州地区でCEMSの実証事業を行った成果を活用して

EMS拡販のビジネスを確立しており、私はそのエンジニア

リング担当をしています。お客様のニーズに適したシステム

や機器構成を提案し、受注後は技術面の責任者として、設

計製作から運用の取りまとめを行う仕事です。

私が勤務している東京工場の本館も、太陽光発電、燃

料電池、蓄電池を活用し、EMSにより省エネを実現してい

ます。さらに、地震など災害により外部からの電力供給が

停止した場合には、EMSから燃料電池などの設備を稼働

させて、重要負荷へ電力供給を継続する自立運転制御に

切り替えます。今日の社会では、オフィスビルや工場におけ

る災害時の事業継続（BCP）が要求されており、省エネと

自立運転制御を実現可能とするEMSのニーズは高まるば

かりです。

日本政府主導によるエネルギー削減の目標達成に向け、

EMSを活用したエネルギー消費削減の取組みは重要な位

置づけになっています。EMSにはビル対象のBEMS、工場

対象のFEMS、そしてCEMSがありますが、富士電機はそ

れらのシステムを構成するコンポネント機器からシステム品

まで、自社で開発製造している強みを持っており、ビルや工

場向けのシステム導入にも豊富な実績を有しています。その

ステージで仕事をしている誇りが、私のモチベーションと

なっています。エンジニアリング業務だけでなく、省エネ効

果の検証、商談提案などにも幅広く取り組み、自分の可能

性をさらに広げていきたいと考えています。関わる分野は広

範で新しい技術の勉強など大変なこともありますが、自分

のやっている仕事が社会全体に寄与できる喜びは格別で

す。富士電機の柱の事業の一つでもあり、自社の成長戦略

に関わっているやりがいも大きいです。

その他にも、R&D（研究開発）企画推進なども担当し

ており、技術の優位性を高め、富士電機の価値創造に貢

献しているという手応えも感じています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後2年間は調達の仕事で、主に海外サプラ

イヤへの対応や調達業務の効率化を担当。2010

年からは技術職として蓄電システムなどの海外市

場開拓。産休育休を経て、

2013年から現職。EMSの

受注支援活動、エンジニア

リング業務、R&D企画推

進を担当しています。

自分が設計を手がけた変圧器が、世界中のエネルギーインフラを支える

2015年入社 ／ 設計職 ／ 工学部　電気電子工学コース卒業濵松 明日香 パワエレシステム　エネルギー事業本部
千葉工場　設計第一部　変圧器電気設計課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

私は高電圧大容量の発変電所用変圧器および工業用変
圧器の設計・開発を担当しています。具体的には、変圧器の
心臓部である巻線・鉄心の設計を行い、電気的特性だけで
なく全体および輸送状態の寸法、質量を決定する重要な部
分を担っています。大容量変圧器は電気的仕様や輸送方
法・設置環境が製品ごとに異なるので、完全受注生産の個
別設計品。つまり一つ一つの仕事が新たな設計となります。
今までで印象的だった仕事は、富士電機が一括受注した

発電所用変圧器の電気設計。天然ガス火力発電設備として
国内初の大規模なプロジェクトに関われたことは大きな喜び
でした。また、世界中に製品を納入していることに加え、東南
アジアの生産拠点としてタイに変圧器子会社もあるため、海
外に関わる業務が多いことも私の仕事の特徴です。
仕事で心掛けていることは、製造現場をよく見に行くこ

と。図面を見るだけでは行き詰まっていても、現場を見ると
わかることがよくあります。そのような中で、製造現場の作業
性向上と製品小型化を目的として、従来の材料にある加工を
追加して新規材料を採用したことは、自分自身が成長の手
応えを感じられた経験となりました。

就職活動に際して大学で学んだ電気電子工学を活かし
たいと思っていたところ、富士電機と出会いました。社員
の方々から穏やかで風通しの良い社風を感じて入社し、
「千葉工場で変圧器をやりたい」という希望が通り、好き
な仕事ができているのですごく充実しています。さらに自
分の仕事が世界中のエネルギーインフラを支え、ODAな
どにも貢献できているという大きなやりがいも感じていま
す。また、若いうちから自分の裁量で仕事ができる環境も
良いと思います。変圧器の設計は数か月という長いスパン
の仕事なので、その中で自分なりに時間を調整しながら進
めていけば休みも取りやすく、私はよく海外旅行などに
行って気分転換を図っています。
変圧器の設計者はその製品に誰よりも詳しいスペシャリ
ストであり、一人前になるには10年以上かかると言われて
います。私も何を聞かれても答えられ頼りにされる設計者
が目標です。千葉工場には、世界最大級の整流器と変圧
器を造る設備があるので、そのような大きなプロジェクト
にも関わり、経験と勉強を積み重ねていきたいと考えてい
ます。

私のステップCAREER STORY

初めての仕事は製鉄所の整流器と組み合わせ

て使う変圧器の電気設計でした。その後もずっと

さまざまな変圧器の設計を手がけています。タイ

子会社とは製品のや

りとりだけでなくタイ

設計者の教育も受け

持っています。
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［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］

活躍できる学科・専攻パワエレシステム  エネルギー事業本部
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02
パワエレシステム インダストリー事業本部

事業領域

職種紹介

■設計・開発　■プラントエンジニアリング　■システム技術　■品質保証
■生産技術

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

プラントから交通、各種計測まで、システム制御のキーデバイスを提供します

■ ファクトリーオートメーション

工場のあらゆる分野で、自動化、省力化、省エネ化に
貢献するインバータやモータ、モータ応用製品を提供し
ています。小型・低騒音のニーズはもちろん、さらなる
省エネに貢献するトップランナーモータ適合品や磁石
内蔵型の同期ドライブシステム・サーボシステムなど、

多種多様なシリーズをラインアップしています。
さらに、プログラマブルコントローラやプログラマブ
ル表示器により、サーボシステム、インバータなどを最
適に制御し、装置を含めたシステム対応によるFA化を
実現します。

■ プロセスオートメーション

プラントの自動化、生産性向上、省エネ、エネルギー
安定供給など、産業に関わるトータルソリューションを
提供します。これまで国内外で多数の実績を誇る産業
用ドライブや監視制御システムに加えて、地球環境の

改善や低炭素に貢献する環境に配慮した各種工業電
熱製品など、さまざまなお客様のニーズに応えていま
す。

■ 鉄道車両・船舶用システム

鉄道車両の走行を制御する主変換装置や主電動
機、ドアシステムなど、鉄道会社向けにさまざまな製
品を提供し、交通インフラの向上と環境負荷低減に貢
献しています。

また、世界最小のSOxスクラバと排ガス分析計を組
み合わせた船舶用の排ガス浄化システムにより、環境
負荷低減に貢献しています。

■ 放射線管理システム

国内トップメーカーとして、独自のセンサ技術を用い
た測定装置と最新の計算機システムを融合。放射線の
正確かつリアルタイムな影響評価を行い、安全・安心
な社会の実現に貢献しています。

■ 計測機器・センサ

高い信頼性が要求されるインフラ企業や、鉄鋼・石
油化学をはじめとする国内外のメーカー向けに、流量
計、分析計など幅広い計測機器を提供しています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［その他 ］
活躍できる学科・専攻
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業
本
部

プラント監視制御システム 産業用ドライブシステム

汎用インバータ

モータ

プログラマブル表示器

プログラマブルコントローラ

ドアシステム 船舶スクラバ

ガス分析機器

個人被ばく線量計 携帯型自然放射線量計
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鉄鋼・非鉄設備プロジェクトを支えるマネージャーとして、グローバルに活躍

2014年入社 ／ 技術職 ／ 物質工学専攻　応用化学コース卒業本田 ともみ
パワエレシステム　インダストリー事業本部
プロセスオートメーション事業部　
技術第一部　技術第二課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

技術部はプロジェクトの指揮をとる部門であり、私は鉄

鋼・非鉄設備向けのプロジェクトマネジメント業務を担当し

ています。案件開拓時は顧客を訪問して新商材の説明や更

新方法のプレゼンを行い、見積、契約や仕様交渉を進め、

受注後はプロジェクトが円滑に進むための役割を担い、設

備納入後も次の提案をしていくなど、全体を通して関わって

いくのが特徴です。最近では、国内設備の更新案件と新規

案件、また海外の更新案件も担当しています。お客様や工

場との打合せなど、出張して相手の顔を見て進めることが

多いので、コミュニケーションが重要な仕事だと思います。

2017年、初めて自分がプロジェクトマネージャーを任され

た国内更新案件は、とても印象的な仕事になりました。それ

までは補助の立場だったので、責任の大きさを感じて苦し

いこともありましたが、マネージャーとしての仕事を通じて視

点や考え方が変わった手応えがあります。また、トルコのプ

ロジェクトで現地改造の取りまとめ一式を任された経験も、

自分が技術部門の先頭に立つとはどういうことかを身を

もって学ぶことができました。

若いうちから責任のある仕事を任せてくれる会社で、失

敗しても周りがフォローしてくれる環境なので、成長できる

良い文化があると感じています。上司と部下の距離も近く

て、自分の発言を汲み取ってもらいやすく、やりたいことが

あれば実現できるチャンスも多いのではないでしょうか。そ

の一方で、仕事の裁量次第で休みが取りやすく、働きやす

い環境であることも気に入っています。趣味や旅行の時間

があるとリフレッシュでき、結果的に仕事への意欲の充電

にもなります。私は小中学校時代にやっていた書道を再開

し、師範まで進みました。

将来的には大規模な新規設備のプロジェクトマネー

ジャーをやってみたい。一人前になるには10年はかかります

し、鉄鋼・非鉄分野では女性技術者はまだ少なく、今でも

打合せに私が行くと驚かれることがあるような世界。そこで

自分が頑張ることで女性がもっと活躍できる環境づくりに

も貢献できたらうれしく思います。大学時代は化学専攻でし

たがエネルギーにも興味があって、富士電機に入社し、結

果的に新しい可能性を見出せたことに満足しています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後から現在まで、同じ部署に5年間所属し

ています。国内外の案件を担当し、海外出張も多

い日々。もともとは英語が苦手で海外志向もあま

りなかったのですが、仕

事のおかげで海外に対

するハードルは低くなり

ました。

多くの人と協力して研究開発した製品が、世の中を支えている

2007年入社 ／ 設計・開発職 ／ 機械情報システム工学専攻修了瀬戸 昌和 パワエレシステム　インダストリー事業本部
開発統括部　パワエレ機器開発部　サーボＧｒ

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

お客様の工場にさまざまなソリューションを提供する当社

において、製造ラインの機器を制御するソフトウェアの開発

は重要なポイントです。私はサーボモータに欠かせない

サーボアンプのソフトウェア開発に携わっており、これまで

の経験、知見、技術力を駆使し、新規格の通信に対応する

さまざまな課題に対して、柔軟な発想で取り組んでいます。

現在の業務に携わる前は、中国の製造拠点で現地社員

に技術指導を行っていました。そのミッションは、汎用イン

バータ開発に協力して取り組んでもらえるよう協力会社の

若手社員を育成すること。汎用インバータはエレベータやコ

ンベヤ、換気扇を回すモータの制御装置で、製品の駆動に

不可欠なものです。赴任していた4年間は、中国人社員たち

とコミュニケーションを育みながら、彼らを指導し、ともに開

発に携わって成果を出しました。ソフト上のトラブルが発生

したとき、彼らに解決を任せてみたところ、見事に自分たち

の手で課題を解決した彼らの姿を見て、その成長ぶりに感

動したものです。彼らは今や、中国で富士電機の製品を支

える重要なスタッフに成長しています。

ものつくりの主な現場は工場であり、製造設備の駆動

を支えるサーボの研究開発は、お客様の工場の生産性向

上や高品質な製品作りを支える肝となります。

大学院で学んだ自分が好きな分野の仕事に携われてい

ることは、私にとって大きなモチベーションですが、それ

以上に開発の仕事を通じて私が得たのはコミュニケー

ションの重要性であり、チームで仕事に取り組む醍醐味で

す。特に先に触れた中国での経験は、自分にとって大きな

財産になっています。日本人同士でも価値観や考え方は人

それぞれ、まして中国人ならば違って当たり前。赴任当初

は文化の違いに戸惑う場面もありました。しかし、彼らと

一緒に開発の仕事に取り組むうちに、お互いの考え方の

違いや多様性を尊重することが開発・設計においていか

に大切か、また、コミュニケーションを丁寧に取ることが、

いかに問題解決を速やかに進めるかを学びました。開発

の成果は、こうした仲間とのチームワークを通じて生み出

すものであり、この絆を通じて彼らと喜びを分かちあえる

瞬間は格別です。

私のステップCAREER STORY

2007年入社後、まず汎用インバータのソフト

ウェア開発設計で通信カードなどを担当。2010年

から中国でエレベータ汎用インバータやコンパク

トインバータの新製品の開発

設計に従事。2014年から現在

まで、インバータ一体型モータ

の開発からサーボアンプのソフ

トウェア開発を行っています。

02
パワエレシステム  インダストリー事業本部
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03
モータ制御スイッチ開発の高度化するニーズに挑むやりがい

2009年入社 ／ 設計・開発職 ／ 応用化学科卒業堤 貴志 開発本部　開閉制御開発部

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

電磁接触器と呼ばれるモータ制御用スイッチの開発が

主業務で、設計チームのリーダーを務めています。実際の

製品は数Aから800A、数Vから最近では1000Vのものまで

幅広く手掛けています。電流によっては機器が大型化し導

体棒のバスバーも持てないほど重くなりますが、一方で省

スペースに対応する機器の小型化ニーズも高まってきてい

ます。また、スイッチの故障は重大な事故に繋がる危険性

があるため、小型化だけでなく機能性や安全性など、さま

ざまな面を考慮する必要があります。これらを総合的に考

え製品としてまとめていくことが、私の仕事と言えます。

このところ携わっている新機種の開発では、特に環境

対応に気を払っています。SDGｓ（持続可能な開発目標）

の高まりを背景に、製品の製造から廃棄までの全ライフ

サイクルにおいて、環境負荷を低減することを強く求めら

れてきています。富士電機のスイッチは国内外で広く使わ

れ社会的に重要な役割を担っており、機能の追求だけで

なく、こういった課題にも取り組んでいかなくてはなりま

せん。

スイッチ製品の課題は複雑化しており、これまでの経験

から得た知見や技術だけでなく、新しい技術への挑戦も

必要となります。例えば回路上の何らかの事故により大電

流が流れたら、スイッチはこれを安全に遮断しなくてはな

りません。古くはスプリングによって接点を素早く大きく開

くことで、接点間の電気抵抗を増大させ、電流を遮断して

いました。しかしこの手法のみでは製品が大型化し、近年

の小型化のニーズに対応しきれません。そこで接点開放動

作中に接点間に発生するアークを、グリッドと呼ばれる部

位に転流させ、素早く安全に電流を遮断する技術を活用

しています。転流させるために、永久磁石による外部磁場

を使ったり、自己電流による電磁気学的な手法を使ったり

と、技術適用の幅が広がってきています。

製品を世に送り出すまでには常に苦労を伴いますが、

製品が街なかや工場などで何事もなく稼働している姿を

見るたびに、それに勝る大きな達成感を得られます。設計

者として、常に新しい発想を生み出せるよう幅広い視野と

引き出しを持ち、今日も次の開発に取り組んでいます。
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業

パワエレシステム 受配電・制御機器（器具）事業

■ 電磁開閉器（マグネットスイッチ）
電磁開閉器は、工作機械、半導体製造装置や制御盤
など一般産業分野で広く使われています。モータの起
動・停止や、照明、ヒータなどのオン・オフを行うため
に使用される、受配電・制御機器の代
表的な製品です。当社は1954年に電
磁開閉器を発売して以来、60年以上
にわたって日本市場でのトップメー
カーの地位を維持。2014年4月には
生産台数累計3億台を突破しました。

24時間365日、一瞬の停電さえ許されないデータセンターや病院、工場、ビルなどで必要とされる電気エネル
ギーを安全かつ的確に供給するための受配電・制御機器。現代社会のインフラを支える陰の立役者です。グローバル
化が急速に進んでいる現代において、他社に先駆けて世界各地の主要規格にマッチした配線用遮断器を製品化して
おり、ワールドワイドな規模での産業の発展に貢献しています。

事業領域

受配電・制御機器事業は、フランスのシュナイダー社との合弁による事業運営を行い、安全・省エネルギー分野の
製品ラインアップを拡充しています。
また、注目が集まるIoT技術やアプリケーションを使ったパッケージの提案など、新たな顧客ソリューションも創出
していきます。

将来展望

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後は超小型スイッチ設計担当として、試作

評価から量産まで携わりました。2012年には吹上

工場の設備導入、工程改善など現場を経験し、

2013年から設計リー

ダーとして数々の開

発プロジェクトを牽

引しています。

職種紹介

■研究開発　■設計・開発　■システム技術　■生産・製造技術　■品質保証

■ 操作スイッチ・表示灯（コマンドスイッチ）
ヒューマン・マシン・インタフェースをつかさどる操作
用スイッチとして、各種機械装置に広く採用されている
製品で、1960年販売から50年以上の歴史があります。
使いやすさ、豊富なラインアップ、
信頼性などで高く評価され、本製
品においても国内シェア2位と国
内トップグループです。

■ 配線用遮断器（オートブレーカ）・漏電遮断器
電気の事故を監視・保護する配線用遮断器は、電気
の使いすぎ、ショートや漏電などの異常電流を遮断
し、機器の故障、火災や感電などを防ぎます。工場の
生産設備や超高層ビル・プラントなど多くの電気設備
に使用されています。本製品においても当社は国内
シェア1位(漏電遮断器)・2位(配線用遮断器)と、国内
トップグループです。また、2013
年2月に発売した業界最小サイズ
のG-TwinΛシリーズは日本電機
工業会に表彰されるなど高い評
価を得ています。 

■ 高圧真空遮断器（VCB）
高圧真空遮断器は、3.6～36ｋVという高圧または
特別高圧電路の開閉や回路保護を行う遮断器です。保
護継電器や変流器などと組み合わせて使用され、短絡
や地絡などの電気事故から電気設備
全体を守ります。近年では風力発電
やメガソーラーの設備などにも使用
され、再生可能エネルギーの普及と
電力の安定供給を支えています。

電気の「交通整理」を担う機器群を通じて、設備やシステムの安定稼働を支えます

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

電磁開閉器

操作スイッチ・表示灯

配線用遮断器

高圧真空遮断器
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パワエレシステム 情報制御システム開発部門（富士アイティ株式会社）
「情報・制御・エンベデッド」を核に、ニーズに最適なシステムを生み出します

富士アイティ株式会社の役割は、富士電機のプラン
トシステムの情報システムを開発することです。一般
的なIT企業とは異なり、機械や装置を動かす電気品の
ハードウェア設計から、現場の機器・センサを制御す
る機器（PLC）を利用した制御システム、そしてPCのソ
フト開発まで、非常に幅広い技術分野で事業展開を
行っています。
その核となる技術が「情報技術」「制御技術」「エン
ベデッド（組込み）技術」。3つのコア技術を基にハー

ドウェア構築からソフトウェア開発、インテリジェンス
化、保守・運用まで、お客様の課題解決への貢献はも
とより、現場情報の新たな価値を創出し、お客様へ提
供しています。
お客様の業種はエネルギー・製造・流通・物流・農
業分野、生活を支える公共・社会・医療分野に至るま
でさまざま。社会の幅広い領域へソリューションを展
開しています。

富士アイティのSEの特徴は大きく2つ。「現場力」と
「一気通貫のワンストップソリューション」です。
現場に赴き、情報を解析し、お客様が持つ既存シス
テムを活かしつつ、最新技術と組み合わせて新たな価
値を提供する。要望に合わせて工夫し、お客様の立場
に立ってエンジニアリングを行うことがSEの仕事で
す。

もう一つの特徴は、【システム基本構想→設計→開
発→構築→運用】まで、すべてのフェーズに携わるこ
とができること。
お客様の課題解決の提案から納入まで携われるた
め、自分がつくったプログラムで、社会で活躍する機
械・装置を動かすことができる醍醐味とやりがいを感
じることができます。

事業領域

職種紹介

■システムエンジニア:情報システム・情報制御ソリューションの企画・設計・開発
■開発エンジニア:組込みソフトウェア・インテリジェント機器の企画・設計・開発

富士アイティのシステムエンジニア

富士アイティでは、社内に機器コンポーネントの設
計・開発機能も有しています。現場のデータ収集を担
うIoTコントローラ（FiTSAシリーズ）を自社開発して
おり、部品やソフト・ネットワーク機器と組み合わせて

現場情報の価値化を実現する製品を提供。情報シス
テムのトータルソリューションを提案、かつ進化させて
いく機能も備えています。

機器コンポーネント設計・開発機能

お客様のシステム開発の全工程を担う、パートナーシップが誇り

2014年入社 ／ システムエンジニア ／ 総合情報学専攻修了徳富 雄典
富士アイティ株式会社
情報システム本部　新情報システム＆サービス事業部　
スマート情報システム部　スマート情報課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

パソコンを用いるオープン系のシステムをオリジナルで開

発する部門で、多岐にわたる分野のお客様のニーズに対応

しています。これまで手がけたソフトウェア開発の実績は、

飼料工場の原料管理システム、自動車製造ロボットアームの

振動センサによる車種判別システム、駅のコインロッカーの

需要を分析して最適化を導き出すシステムなどです。

これまでで一番印象に残っているのは、あるメーカー様

の工場排水監視システムのプロジェクトに携わったことで

す。これは工場の排水処理を監視し、万一処理が不十分

だった場合にはそれを検知し警報を発するシステムで、数

年計画でシステムを進化させていくというもの。排水口を

カメラで監視・撮影し、画像処理技術により排水の「色の

変化」と泡が発生した場合の「輪郭」を検知するシステム

を考案して、採用されました。

今後のAI導入なども踏まえて、排水口に野鳥などが飛

来した場合でも正確に検知できるシステムに改善する計画

を進めています。お客様とともに課題に取り組み、信頼の

パートナーシップでプロジェクトを推進しています。

この仕事は、まずお客様の話を聞くことからスタートしま

す。お困りごとは何か、どのようなシステムを構築するのが

最適なのか、コストや納期はもちろん将来のビジョンまで、

お客様との直接のコミュニーションを重ねてニーズを的確に

把握し、理解することが大切です。そのためには、常にお客

様の目線で考え、本当に必要なことは何かを見出さなくては

なりません。その上で、自分自身も新しい技術に挑戦してい

くパッションをもって取り組む姿勢を心掛けています。これ

までの経験にとらわれず、新たな技術を積極的に取り入れ

ていくことでお客様への提案の幅が広がり、自分自身も成

長しているという手応えも実感できます。その後の詳細設

計やプログラミング、試験、納入、運用後の改善に至る全工

程を自分が担当できること、創意工夫をこらしてより良いも

のにしていけることにも、大きなやりがいを感じています。

お客様との信頼関係を築き、自分が開発を手がけたシ

ステムがお客様の事業発展に貢献していること、そのシナ

ジーを実感できたときこそが、この仕事の醍醐味だと思い

ます。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社から今日までずっとシステムエンジニアの

仕事をしています。少人数の開発チームで、経験

豊富な先輩方のサポートや指導を受けながらシス

テム開発の全工程を

学んできました。お客

様とのやりとりも、経

験を重ねることにより

上達してきています。
主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点
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業
本
部

発電プラント事業本部
設計からアフターサービスまで、「発電プラント」を一貫して支えます

事業領域

職種紹介

■設計・開発：タービン／水車／発電機／配管などの基本設計・構造設計・開発、
 制御装置シーケンス設計、メカトロ機械の機械設計・開発
■プラントエンジニア：各プラント(発電所)の見積もり、基本計画、基本設計、
 手配およびプロジェクトマネジメント、IoT応用
■生産・製造技術：製造工程管理・加工技術の開発など

クリーンエネルギー社会を支えるための、チャレンジングな日々

2010年入社 ／ 設計・開発職 ／ 物理学科卒業丸山 貴史 発電プラント事業本部
川崎工場　回転機部　構造設計課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

地熱発電やバイオマス発電、火力発電の発電機設計を
担当しています。中でも水素冷却方式のタービン発電機が
メインです。顧客からの要求スペックを読み込み、必要な
機能や性能を把握した上で基本計画を練り、並行して製
作図面の作成や、品質向上を見据えながらのコスト管理と
改善活動、そして顧客や他部署とのエンジニアリングなど
を進めながら新しい技術の開発に取り組みます。1～3年
がかりの長期にわたる案件が多く、また規模が大きいほど
関わる人も多くなりますが、その中で自分が成長していく
面白さも味わっています。
打ち明けてしまうと、就職活動では物理学専攻の自分
に求められる職業について、具体的なイメージを思い描け
ませんでした。今では仕事に対する考え方などに大学の
勉強が役立っていると実感しています。私は何事も掘り下
げていくタイプですが、常に新しいことを吸収したいとも
考えているため、社内の能力開発センターや外部講習な
どを積極的に活用しています。最近では会社の自己啓発
制度を利用して、JISの標準化セミナーを受講しました。
そこで学んだことを活かして仕事の進め方のルール化や
標準化にも取り組み、業務効率を上げていきたいと考え
ています。

クリーンエネルギーに関する仕事に関わりたいと思って
入社したので、それが叶っていること、そして新技術の実
用化を目の当たりにできる案件に次 と々携わっていること
が現在のモチベーションのベースです。一貫して間接水素
冷却方式の発電機に携わっていますが、入社後間もなく
担当したベトナム向け発電機は、その年度の川崎工場にお
ける最重要案件の位置付けでした。次に担当したオマー
ン向け発電機は、同方式における当社の容量実績として
の最大値を更新しました。その後は数十年前に納入した
製品をリプレイスする案件を経験して技術を磨き、現在は
当社の全発電機の中での最大容量を更新する案件に携
わっています。大変なことも多々ありますが、自分のやり方
や裁量で進められる部分も多く、そのような部分でも自分
の成長を実感できます。新しい構造を採用したり、攻めの
姿勢で強度設計を行った案件では結果が出るまで不安な
日々が続きますが、期待したとおりの結果を出せたときは
我ながら感動します。
ちなみに、関わった発電機が稼働しているプラントの名
称には地名がつけられているものが多く、プライベートで
飛行機に乗ったときなど、位置情報でその地名を見つける
と「ここにうちの製品が納めてあるんだ」と言えるのがうれ
しいし、誇りでもあります。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 制御系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ 原子力系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後はまず、海外向け間接水素冷却方式の

発電機の設計などで先輩をアシストしました。そ

の後、国内向け発電機の置換え案件からメイン

担当になり、すべてを任さ

れる立場に。今では「技術

のことなら彼に聞け」と言

われるようになり、後輩の

指導にもあたっています。
主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

■ 火力発電設備

蒸気タービン・発電機などの
開発・設計・製造だけでなく、発
電所建設プロジェクトの取りま
とめまでを行っています。再生
可能エネルギーへの転換期に
おいて、新設だけでなく、電力供
給を支える既存火力発電設備
の高効率化によるCO₂削減や
延命処置にも注力しています。

真岡発電所（栃木）

■ 地熱発電設備

地熱発電は再生可能エネル
ギーの中でも、水力発電と共に
電力を安定供給できる方式とし
て、特に海外で高い評価を受け
ており、当社は多くの納入実績
があります。今後は新規市場参
入とバイナリー発電システムの
活用により、世界シェア50％以
上を目指します。

Muara Laboh Geothermal 
Power Plant (インドネシア)

■ 水力発電設備

水力発電はクリーンで環境に
やさしい発電方式です。高性
能、省スペースを実現する超低
落差水力発電用の立軸バルブ
水車発電機器をはじめ、あらゆ
る水車発電機の生産や既設機
更新による出力向上に取り組
んでいます。

立軸バルブ水車

■ 太陽光発電システム

大規模太陽光発電所（メガ
ソーラー）建設の一括請負を
はじめ、パワーコンディショナ、
連系設備や蓄電池を併設した
出力変動制御設備など幅広く
対応し、CO₂削減に貢献してい
ます。また、海外市場への進出
も積極的に進めています。

メガソーラー（三重）

■ 風力発電設備

再生可能エネルギーとして期
待を集める風力発電の出力変
動を平滑化する高性能電力安
定化装置を開発。風力発電の
導入拡大に取り組んでいます。 西目風力発電所(秋田)

■ 原子力関連設備

高速炉などの開発炉や、燃料
サイクル関連設備などを供給。
安全性の高い高温ガス炉の開発
にも注力しています。また、今後
の設備廃止措置を見据えた廃棄
物処理設備などの設計･開発に
も積極的に取り組んでいます。

高温工学試験研究炉

■ 燃料電池

水素と酸素を電気化学的に
反応させて発電する100kW
のりん酸形業務用燃料電池を
商用化し、多くの運転実績を
上げています。高い発電効率
でCO₂の削減に貢献します。

りん酸形燃料電池（山梨）

画像提供元：PT SEML
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電
子
デ
バ
イ
ス

事
業
本
部

電子デバイス事業本部 パワー半導体事業
高い変換効率と品質で、組込み機器の小型化・省エネ化に貢献します

当社のパワー半導体は、「高耐圧・パワー」を特徴と
し、豊富なラインアップで資源循環型社会の実現に貢
献する「エネルギー・環境」産業の発展を支えています。
その中でも業界トップクラスのIGBTモジュールは、
産業用工作機械、ロボット、UPS、インバータ、エレベー
タ・鉄道車両、エアコンなどに加え、新エネルギーの風
力発電、太陽光発電、さらには環境対応車のハイブリッ

ド車や電気自動車など、多彩な用途に使われています。
他にも電源制御IC、パワー IC、パワー MOSFET、ダ

イオードなどがあり、自動車、情報機器、民生機器、携帯
機器など幅広い製品に搭載されています。
これらのパワー半導体は機器の高機能、高性能化、
高品質化、低電力損失および小型化に多大な貢献をし
ています。

世界的に需要拡大が見込まれるエネルギー分野と
環境分野に注力しています。
高成長が続く新興国のインフラ投資、産業設備投資
の拡大、世界中が推進する風力発電・太陽光発電など
新エネルギーへのシフト、加速する自動車の電子化、ハ
イブリッド車・電気自動車などの環境対応車の普及拡
大、電子機器のパーソナル化やモバイル化加速など、パ
ワー半導体へのニーズは高まる一方です。
グローバルに拡大する需要を取り込むため、国内、
および海外での生産拠点拡大、海外営業網の拡充な
ど、生産販売体制のグローバル化を加速しています。
技術開発においては、従来のSi素材の開発に加え、
飛躍的性能向上への期待で脚光を浴びる次世代デバ

イスであるSiC、GaNの研究開発、量産化に注力して、
事業のさらなる発展を図っていきます。

事業領域

将来展望

職種紹介

■設計・開発　■生産・製造技術　■品質保証

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

技術を融合してモジュールの製品化を実現。海外赴任経験も有用に

2008年入社 ／ 設計・開発職 ／
工学系研究科　化学機能高分子学科卒業山本 紗矢香 電子デバイス事業本部

事業統括部　産業モジュール部　産業モジュール2課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

太陽光発電システムのパワーコンディショナや産業用イ

ンバータなど、大・中容量の電力を変換する機器に搭載さ

れるIGBTモジュールという半導体デバイスの設計をして

います。太陽光発電システムにおいて、太陽電池の直流電

力を交流電力に変換する際の変換効率を高めることは品

質を左右する重要なポイント。そのために、電力損失の少

ないIGBTモジュールの開発を目指して、半導体チップ、

パッケージ、配線レイアウト、熱設計など、各技術をすり合

わせて、電力ロスの極小化を図る仕事です。

製品化のプロジェクトにおいては、半導体チップやパッ

ケージの開発部門、品質保証部門、生産工場、海外を含

む営業メンバーなどと連携を強化し、試作を重ねて、実現

に向けて一丸となって取り組みます。お互いが専門性を研

ぎ澄ませ、それを結集して最大の成果を生み出すのです。

このように異分野の方 と々交流し仕事を進めていく中で、

得られる気づきも多く、目先のことでなくビジネス全体を見

て考える開発の取り組み方が身に付いたと思います。コ

ミュニケーション力の重要性も学びました。

各部門のメンバーとのコミュニケーションを日頃から大

切にしており、その絆は自分の財産となっています。そし

て、日々の製品化プロジェクトを通じてパワー半導体に必

要な最新技術の蓄積に努めることにより、自分自身の成

長の大きな手応えが得られるのも貴重です。

また、ベテラン技術者の暗黙知になりがちだった開発・

設計のノウハウを、いかに「見える化」して次の世代に継

承するかという活動にも注力しています。詳細な設計基

準、開発手順書などドキュメントを整備し、富士電機がパ

ワー半導体の基礎的な開発および研究の機能を海外拠

点に移管していく中、海外における技術の伝承にも役立

てられればと願っています。

海外赴任で培った異文化交流の経験や英語力を活かし

て、海外市場のお客様ニーズのきめ細かい把握、松本工

場への海外技術者の応対、教育の担当などで貢献できる

喜びも感じています。

これからも自分の仕事力の向上や、自分ができることを

考えて行動することへの興味は尽きません。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

まずディスク媒体の新製品開発に携わり、2011

年から2013年までマレーシアに赴任しディスク媒

体の開発機能移管を遂行。現地での開発組織の

確立、現地社員の教育など

に取り組みました。帰国後

はパワー半導体の新製品開

発プロジェクト全体を管理

する立場になっています。

大容量IGBTモジュール SiC-MOSFET

Si-IGBT ・SiC-SBDハイブリッドモジュール
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電
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電子デバイス事業本部 電子デバイス研究開発分野
パワーエレクトロニクスの革新を通じて、持続可能な社会の構築に貢献します

安全・安心で持続可能な社会の実現のために、エネルギーのクリーン化と効率的な利用が求められています。当分
野では、電気エネルギー技術の革新の鍵となるパワーデバイスや電子材料などの研究開発を行っています。

研究領域

SiCデバイスを主とした高効率な次世代パワーデバイスおよびパワーモジュール開発研究部門を通じて、再生可能
エネルギーへのシフトとエネルギー消費量や、天然資源使用量および、CO2排出量の削減を進め、安全・安心で持続
可能な社会の構築に貢献します。

ミッション

SiCに代表される次世代パワーデバイスの開発は、太陽光発電や風力発電の効率を高め、データセンターの消費電
力を減らし、電気自動車の走行距離を延ばします。次世代パワーモジュールの開発はパワーデバイスの信頼性を高
め、安全・安心で耐用年数の長いパワーエレクトロニクス機器の実現に貢献します。

次世代パワーデバイス・パワーモジュール開発

職種紹介

■電気・電子系技術者（デバイス開発） 
■機械・材料系の技術者（パワーパッケージ開発、電子材料開発）

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

第7世代RC-IGBTチップの量産化の意義を共有し、実現へとリード

2006年入社 ／ 研究開発職 ／ 工学研究科　電気工学科修了安喰 徹
電子デバイス事業本部
開発統括部　デバイス開発部　IGBT課（取材当時）
※現在は生産統括部　品質保証部　試験技術課に在籍

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

私は、第7世代RC-IGBT*のSi（シリコン）チップの開発

と量産化を目指すプロジェクトのチームリーダーをしてい

ます。RC-IGBTモジュールは、電気のオン／オフを制御す

るIGBT素子と、還流機能を持つダイオード（FWD）を一

体化し、従来製品比で約36%の小型化、約10%の電力ロ

ス低減を実現しています。パワーデバイスの新製品開発

では、小型化と電力ロス低減が普遍的な課題であり、そ

のキーポイントとなる半導体チップにおいても共有の課

題となっています。そこに挑むのが私たちの仕事というわ

けです。

課題に対してチャレンジするわけですから、新しい方

法や技術を取り入れることも当然必要となります。一例で

は、開発効率化の向上のために、チップの特性評価の自

動化に取り組みました。従来のチップの評価は手動で

行っていたのですが、装置メーカーと協力して自動で評価

できる仕組みを開発、導入したのです。この結果、チップ

の評価時間を約90%削減でき、開発L/T・開発工数の大

幅な削減も実現できました。
*RC-IGBT :  Reverse Conducting（逆導通）Insulated Gate Bipolar Transistor
 （絶縁ゲートバイポーラトランジスタ）の略称

開発業務は複数部門との連携、いわばチーム体制で行

うので、サッカーやラグビーなどのスポーツと同じくチーム

ワークが成功の決め手。関わるメンバーは、クリーンルー

ム内のプロセス開発、試作から量産までを担当する製造メ

ンバー、品質保証部門、Siウエハの提供元である社外の

サプライヤなど多岐にわたります。そのリーダーとして、目

標に向かってチームの力を最大限に発揮できる環境づくり

も重要な役割。私は、日頃から本音で話せるコミュニケー

ションづくりを心掛けています。タイトなスケジュールを一

緒に乗り切るため、富士電機として第7世代RC-IGBTの量

産化に挑戦することの意義を繰り返し話して、その価値を

共有するように努めました。その積み重ねが実を結び、メ

ンバーのモチベーションアップに繋がり、量産体制確立と

いう成功に導くことができたのです。

パワー半導体はクリーンエネルギー実現の社会のため

に不可欠なデバイスであり、そのニーズは今後さらに高度

化・多様化します。それを支えているという自負が、困難を

乗り越えるパワーとなっています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 物理系 ］［ 材料系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

2006年から工場の生産機能移管に伴いプロセ

ス部門と連携してデバイス設計、2011年から購買

部門と連携して半導体デバイスの材料の特性評

価を担当しました。2016

年からはRC-IGBTチッ

プの開発チームリーダー

としてプロジェクトを率

いています。

IDC（データセンター）
 UPS
（無停電電源装置）

SJ-MOSFET SiC-MOSFET SiC-SBD

ALL-SiCモジュール

SiCハイブリッドモジュールを
適用した大容量インバータ

耐環境インバータ
ALL-SiCモジュールを適用した
大容量メガソーラー用パワーコンディショナ
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食
品
流
通
事
業
本
部

食品流通事業本部 自動販売機事業
業界のリーディングカンパニーとして、多様なニーズと環境への配慮に応えます

国民の24人に1台という世界一の自動販売機普及台数と売上を誇る自動販売
機大国・日本。業界で唯一、飲料・食品・物品自動販売機などのフルラインアップ
の機種を揃えた国内トップシェアの事業で、この事業を支えるのは、冷熱技術、
メカトロニクス技術、システム技術などの基盤技術です。例えば、従来棄てられて
いた排熱や外気熱を有効に利用するハイブリッドヒートポンプ技術や、カップ自
販機の技術を活かしたコンビニエンスストア向けコーヒーマシンなど、さまざま
な製品を開発し、多様化するニーズに幅広く応えています。

コア技術である冷熱技術を使い、商品を過冷却温度状態で保存することで
開封時に商品が程よく凍る氷点下自販機やコンビニの商域を広げる食品自販機
を開発し、国内トップシェアでありながら、さらなる市場拡大に向けて挑戦し続
けていきます。
また、今後、成長が見込める海外市場に向けて、日本だけではなく中国、イン
ドネシアの生産拠点も一体化した効率的な生産体制を目指します。また、各国・
地域に合わせた現地仕様を現地で作ることで、世界一の自販機技術を世界に
展開していきます。

事業領域

将来展望

職種紹介

■研究開発：冷熱システムの機構開発および冷熱コンポーネントに関する研究開発
■設計・開発：商品を加温・冷却する冷熱技術、商品販売機構の設計・制御、
 上位システムとの制御通信技術、新機能・新商品企画、開発設計など
■生産・製造技術：工場の製造工程／設備／生産管理システムの設計・構築
■品質保証：製品評価技術・ソフトウェア信頼性評価技術・素材関連技術の
 構築および探求。特に化学や電気にまつわる素材の採用評価

身近な自動販売機だから、開発の手応えが得られやすくて面白い

2015年入社 ／ 設計・開発職 ／ 理工学研究科　機械工学専攻修了垣内 拓真 食品流通事業本部
開発統括部　機能開発部　メカトロ開発第一課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

現在の日本では至るところに自動販売機があり、生活イ

ンフラの一つとしてすっかり定着しています。実は富士電

機の自動販売機事業は国内トップシェアであり、缶・ペッ

トボトル・紙パックの飲料向けはもちろん、カップに注ぐ

コーヒーマシンや各種フードサービス機器、物品販売機器

まで多種多様な実績を持っています。この事業における私

の仕事は、コンビニエンスストア向けカウンタートップ什器

の新製品開発です。

自動販売機は普及率はもちろん、その機械自体の進化

も著しく、IoT化が加速しています。スマートフォン決済な

ども進み、生活に密着する度合いがさらに高まる中での

新製品開発は、消費者ニーズを形にする仕事であると同時

に、まだこの世の中に出ていないものを手探りで製品化し

ていく部分の多い仕事です。開発プロジェクトでは、お客

様と共に機器の仕様を決める段階から関わり、3Dモデル

や図面を作成し、フィールドテスト機により実際に店頭で

使用しながら最終形に詰めていき、量産化を目指すという

流れです。

自動販売機という製品において、ものつくりの醍醐味を

味わえていることが一番のやりがいだと思います。失敗を

恐れずやってみて、改良や工夫を重ね、次のステップへ進

み、やがて完成に至る、そうやって作り上げたものが人々

の生活に大きく役立っている、というダイレクトな喜びがあ

ります。

会社もチャンスを与えてくれるので、やる気さえあればい

ろいろな経験を通じて自分のスキルアップも図っていけま

す。富士電機は新たな海外市場の開拓にもチャレンジして

おり、私はその一環で海外メーカー数社と共同でペットボ

トル専用の自動販売機を開発しました。海外で行った最

終製品の組立ではトラブルが発生。その際に設計チーム

全員で原因を突き止めて対処した経験は、ものつくりの難

しさと同時に課題をクリアできたときの喜びも実感したで

きごととして、自分の成長の糧になっています。また、生活

シーンのさまざまなところで、自分の手がけた自動販売機

が設置され活用されているのを見るのは、何ともうれしい

ことです。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後、国内市場向けの自動販売機の開発に

おいて商品収納部・払い出し部の機械を設計。そ

の経験をもとに、2019年からはさらなる新機能を

実現させるための

要素技術開発から

機能開発にわたる

先行技術開発を担

当しています。
主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

カップ飲料自動販売機FX22
味や香りの向上を実現した一杯
取りレギュラーコーヒーシステム
を搭載し、カップ内調理機構に
よる食の安全性向上を実現

カップ内調理機構 ミル機構 ブリュア機構

海外向け大型食品機
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食品流通事業本部 店舗流通事業
安全な食品流通と「鮮度」「おいしさ」につながるソリューションを提案します

店舗流通事業では、お客様に「安全・安心」「鮮度」「おいしさ」を提供することを目指し、スーパーマーケットや
コンビニエンスストア向け事業を展開しています。店舗内へ導入する製品の設計開発に加え、各店舗様のお店づく
りのビジョンを形にするため、お客様のコンセプトに合わせた店舗プランニング、内装デザインまで店舗そのもの
をトータルプロデュースする事業を進めています。

利用者の購買行動が変化する中で、店舗のサービ
スを変えていく、製品やソリューションとともに、そこ
で働く従業員の負担を減らす省力化機器を提案しま
す。
また、店内環境と店舗エネルギーを丸ごと最適化
する「スマート店舗」を目指
し、エネルギー・IT制御・冷熱
のコア技術を融合した製品
で、持続可能な社会の実現に
貢献します。

事業領域

将来展望

職種紹介

■研究開発：冷熱システムの機構開発および冷熱コンポーネントに関する研究開発
■設計・開発：商品を加温・冷却する冷熱技術・構造・制御技術の設計開発
■生産・製造技術：工場の製造工程／設備／生産管理システムの設計・構築
■品質保証：製品評価技術・ソフトウェア信頼性評価技術・
 素材関連技術の構築および探求
■プラント技術：冷設工事における設計・積算および施工管理

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

■ 店舗内食品関連機器

店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケースや、コンビニエン
スストア向けのコーヒーマシンをはじめとするカウン
タートップ商材の提供を通じて、さらに豊かな食生活に
貢献しています。各店舗の細かなオーダーに対応しな
がら、環境のためにも、店舗経営のためにも、食の安
全・安心と省エネ化を徹底した製品を提案します。

■ 通貨機器

自動販売機に搭載する硬貨
や紙幣の処理装置を開発・生
産するとともに、この技術を応
用した自動釣銭機を開発。小
売店様、飲食店様やセルフ精
算機などで、安全・安心の“現
金管理”をサポートします。

食
品
流
通
事
業
本
部

社会ニーズを踏まえ、人々の日常生活を潤わせる製品を生み出す

2017年入社 ／ 設計・開発職 ／ 情報電気電子工学卒業池邊 雅登 食品流通事業本部
開発統括部　制御開発部　開発第二課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

制御開発部では、量産する製品すべての制御システムの

設計開発を行っており、私はコンビニや店舗向けのショー

ケース、コーヒーマシン、給茶機、釣銭機などを担当する部

署にいます。大学での専攻を活かせる仕事が会社選びの

前提で、コーヒーが好きなこともあり、当時はまだなかった

コンビニのラテのマシンを作りたいと面接でアピール。入

社が叶って実際にその仕事ができ、充実しています。

初めて製品の開発初期から担当した、タッチパネル搭載

型のコンビニ向けコーヒーマシンの開発は特に思い出深い

仕事。お客様とのコミュニケーションで要望を把握すると

ころから始まり、設計、仕様書の作成、プログラムが仕様

通りにつくられているか、設計書やソースコードを見ながら

確認までの一連を任されました。納品後に実際にコンビニ

を訪れて、そのマシンが設置されているのを見たときの感

動は今でもよく覚えています。

希望通りに大学で学んだことを頻繁に使う仕事に就い

た今思うのは、「もっと勉強しておけばよかった」。勉強と

は積み重ねだと実感しています。

一般消費者に近い、身近な製品の開発に関われる仕事

なので、みんなが使っているものを自分の手で作れること

には、とてもやりがいを感じています。実際、コンビニなど

で友人に「これ、自分が手がけたマシンなんだ」と言えた

り、街の中でも自分の仕事が息づいているのを発見できた

りするのはうれしいものです。

今後はネットワークやIoTについて知見をさらに深め、ま

た、社内セミナーや展示会に足を運ぶなど積極的に勉強

と経験を積み重ねていきたいと思っています。その上で、

社会のニーズに合った製品を提供し、豊かな社会環境づ

くりに寄与していきたい。たとえば、コンビニ業界などでは

人手不足が深刻なので、当社の製品でそれを解消するよ

うな自販機などを提案できたら、と考えています。自販機

型の無人店舗など、企画の余地はたくさんあります。また、

国内よりも売上が少ない海外市場で売れるマシンの開発

もやってみたい。そのために海外出張なども経験し、グ

ローバルな視野を持った人材として成長できるよう心掛け

ていきます。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 材料系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

異動はなくずっとコーヒーマシンや給茶機など

の制御ソフトの設計開発を行っています。難易度

の高い開発も若いうちから経験させてもらい、い

くつか失敗もしまし

たが、失敗の経験

も活かして成長して

きていると実感して

います。

ハイスペック釣銭機でレジ業
務・現金管理をしっかりサポート

省エネ化を徹底したノンフロン・ショーケース

店内全体の省エネを実現する
エネルギー管理システム
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研究開発部門 デジタル開発・解析・制御技術研究開発分野
高度化が進む情報・通信環境に対応する、ハード／ソフトの進化を追求します

組込みシステムをベースとしたハードウェア／ソフト
ウェア開発、および、IoTに必須となるクラウド活用技
術やセキュリティ技術の開発を行っています。
また、蓄電池や分散電源の制御技術の開発や、これ

らを電力系統に連系する技術の開発も行っています。
さらに、多くの富士電機製品に適用される構造解析
や、熱流体解析などのCAE技術の高度化を図っていま
す。

開発領域

富士電機では組込み技術／情報技術／系統解析・
制御技術／CAE技術をベースに、付加価値の高いコン
ポーネントやシステムの開発を目指しています。
また、近年注目されているIoT適用技術の開発にも
注力しており、全社で利用されるIoTプラットフォーム
の開発も行っています。

さらにデジタル技術、シミュレーション技術を高度
化し、全社で活用できる設計プラットフォームを構築
することで、製品の開発・設計プロセスを変革する基
盤技術の開発を実行しています。

ミッション

世界中でさまざまなモノがインターネットに接続され
る中で、当社もインフラ分野におけるさまざまな製品に
対して、データの見える化、最適制御などを行い、生産効
率の向上やエネルギー利用の効率化を目指しています。

また、開発プロセスへの高度シミュレーション技術の
適用、生産現場からのリアルな情報を活用することで、
産業分野の生産性向上を図るなど、革新的なソリュー
ションを目指します。

将来展望

職種紹介

■組込みシステムや情報システムの技術開発、要素技術開発
■蓄電池や分散型電源などの解析・制御技術開発、要素技術開発
■構造・熱流体・連成解析などのCAE技術開発、要素技術開発

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

組込みソフトウェアの開発は製品の頭脳の開発

2009年入社 ／ 研究開発職 ／
情報理工学研究科　数理・計算科学専攻修了内田 修平 技術開発本部　デジタルイノベーション研究所

デジタルプラットフォームセンター　組込システム研究部

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

重電メーカーとしてのイメージが強い富士電機ですが、ほ

ぼすべての製品にはマイクロコンピュータが搭載されていま

す。製品が異なっても必要な処理は共通・類似している場合

が多いため、機器の違いに関わらず、そのような処理が共通

的に実現可能な組込ソフトウェアの開発に携わっています。

たとえば自動販売機とUPSなど、求められる処理が共通

でも処理速度が異なる機器の場合は、各機器のニーズを

理解し、それぞれに的確な通信処理やデータ管理などが

行えるよう、開発しなければなりません。また、ソフトウェア

の動作は外部からは見えず確認が難しいため、開発時は

動作確認を徹底してリスクを軽減するようにしています。

ソフトウェアの動作を確認するために、パソコン上で模擬

的に実行可能なシミュレータを開発したこともあります。こ

のときの課題で解決に最も苦労したものは、複数のシミュ

レータ間のデータ送信時間の短縮です。主回路の制御信

号、電圧値などのデータの送信方法を工夫して送受信の回

数を減らすことで、データ送信時間、即ちシミュレータ全体

の処理速度を短縮することができました。

組込みソフトウェアは1回の開発で複数の製品に搭載さ

れるので、幅広い分野に貢献できます。ソフトウェアは目

には見えませんが、ほぼすべての製品に不可欠な存在で

もあり、努力の結晶が会社に寄与できているという満足感

は大きいです。

組込みソフトウェアの開発にあたっては、各担当とディ

スカッションを重ね、情報交換とともに彼らの求めること

を理解した上で、共通適用可能な機能の仕様を検討しま

す。ここは研究開発職の腕の見せどころで、富士電機の製

品の開発効率と品質に大きく影響します。自己満足ではな

く、本当に活用され役立つソフトウェアの実現のため、常

に新しい技術を習得して業務に活用しており、ここに大き

なやりがいと面白みを感じています。

時代のニーズ変化や技術革新のスピードが加速してい

る上に、IoT、AI活用は必須となってきています。これらの

技術と組込みソフトウェアを融合することで、富士電機の

強みを創出していきたいと考えています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

さまざまな製品のソフトウェアをパソコン上で模

擬実行可能なシミュレータの開発や、マルチコア

のマイコンでOSがおのおの異なる環境でも共通

的に実行可能なソフトウェアの

開発を行ってきました。現在は

組込みハードウェアに実装する

ソフトウェアの自動生成技術に

ついて開発を行っています。

組込み基板

モータ気流解析蓄電池システム風力発電

サイネージ自動販売機
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研究開発部門 AI/IoT技術研究開発分野
先進的なAI/IoT技術の活用により、ものつくりの革新に貢献します

富士電機のさまざまな事業において活用されていく、
AI（人工知能）や制御の要素技術を開発しています。
AIの適用領域は、工場における自動外観検査（画像
認識）、保全・作業記録の知識化（言語認識）、製品・
設備の異常兆候検知（診断・分析）、エネルギー需要予
測（予測）、プラント運転最適化（最適化）などが含ま

れます。
制御の適用領域は、プラント制御の高度化（モデル
予測制御）が含まれます。
また、これらの技術を活用した新たな商材・ソリュー
ションの企画立案も推進しています。

開発領域

富士電機のAI/IoT活用における中核部門として機
能すること。これがAI/IoT研究開発分野のミッション
です。
AI/IoTを含むデジタル分野は技術革新が速く、それ
に伴いお客様の活用ニーズも多様化・高度化していま
す。

お客様の活用ニーズに応えるには、高い要素技術へ
の挑戦とシステム・ソリューションとしての実現を、ス
ピード感を持って推進することが重要です。
そのため、社内関係部門と緊密に連携し、お客様の
現場や自社工場における価値実証を行うことで、ミッ
ションの達成に向けて推進しています。

ミッション

省エネルギー、製造原価低減、設備稼働率向上や熟
練技術の伝承など、製造業ではさまざまな現場の課
題を早期に解決することが求められています。
課題解決に向けて、現場の見える化、製造品質診
断、製造プロセス改善、設備異常兆候検知やプラント

運転支援など、AI/IoT技術の適用が始まっています。
お客様の新たな価値創造のため、富士電機は、独自
のAI技術「説明できるAI」をコアに、お客様へ提供す
る製品、システムやサービスの高付加価値化を図り、も
のつくりの革新に貢献していきます。

将来展望

職種紹介

■ディープラーニングや機械学習などの先端AIアルゴリズムの開発
■AI/IoTを活用した新商材・ソリューションの企画・立案

自分の専門分野の研究を続けていき、会社のコア技術を創成する

2012年入社 ／ 研究開発職 ／ 基礎理工学専攻卒業桐生 智志 技術開発本部　デジタルイノベーション研究所
デジタルプラットフォームセンター　AI研究部　マシンラーニングGr.

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

実際の産業プラントなどで起こっている問題に、AI技
術を応用する方法の研究に取り組んでいます。ひとくちに
AI技術といってもさまざまな分野がありますが、私はその
中で「最適化」や「機械学習」についての研究に取り組ん
でいます。
印象に残っている仕事の1つは、「数式処理」という専
門技術をEMS（エネルギーマネジメントシステム）に活用
したことです。当社では、この分野の研究は私が入社した
2012年に始まりました。当時は完全な新規技術として、い
わば「種」のような扱いで、研究の有効性が疑問視された
りもしましたが、原理を理解した上で適用先の検討と説明
を粘り強く進めることで周囲の協力も得られ、最終的には
インドの国営鉄鋼会社向けのNEDOプロジェクトとして、
顧客プラントへ適用するところまでになりました。
また、顧客の課題に対して最適化技術を活用したソ
リューションを提案したことも良い経験です。ここでは顧
客の期待を超える成果を上げることができ、次年度の受
注にもつながりました。
これらの研究成果は論文としてまとめ、毎年学会へ投
稿しています。自身の専門性の向上はもちろん、自社の技
術を社外にアピールする、良い機会にもなっています。

学生のときに参加した学会で当社の発表を聞いたのが
入社のきっかけです。発表を通じ、自身の研究分野であっ
た、「最適化」や「機械学習」の基礎的な研究を、当社で
なら続けられると知りました。実際、大学の研究室の同期
で就職後も同じ研究を続けているのは私だけです。自身
の専門性を向上させられることに加え、培った技術を現実
の問題に活かせる、たいへん恵まれた環境にいると感謝
しています。
現実の問題を対象として研究を進める中では多くの課
題に直面します。解決に向けてチームで議論や試作を積
み重ね、一丸となって研究を進めます。その結果が、当初
は実現困難と思われていたような新技術の創出に結びつ
くことに、大きな喜びを感じます。時には熱い議論にもな
りますが、より良いものをつくろうと皆で前進していく姿
勢、そして自分がそこに関わっていることが、モチベーショ
ンの源でもあります。
そのような中で私が目指すのは、漠然とした問題意識
に対して「技術」に基づいた解決方法を提案できる存在
です。今後も最適化や機械学習分野の研究開発に携わ
り、スペシャリストとして自身の専門性をいっそう向上させ
たいと思います。

［ 電気・電子系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社直後から数式処理技術の産業応用に関す

る研究テーマの立ち上げに携わりました。以降は

一貫して、機械学習技術の応用に関する研究・開

発を行っています。現在は

リーダーとして、テーマの新

規起案や推進に携わる機

会が増えてきました。

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

現場型診断装置商品認識技術鉄鋼EMSソリューション 解析エンジニアリングツール
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研究開発部門 材料基礎技術研究開発分野
材料・素材の領域から、製品のイノベーションを実現します

富士電機全体の製品開発を支える共通基盤技術
と、次世代を担う先端技術の研究開発を行っていま
す。特に先端的な材料分析・解析技術、分子レベルで

のシミュレーション技術、新規材料と適用技術の研究
を行っています。

研究領域

技術トピックス

職種紹介

■次世代先端技術の研究開発（化合物パワー半導体、機能デバイスなど） 
■製品開発を支える共通基盤技術開発（絶縁・放電、材料、分析・解析など）

■ 電気機器用の絶縁材料開発

絶縁材料は、変電設備、パワー半導体、インバータ、
モータなど、さまざまな製品に使われています。空気、
油、ガスなどさまざまな絶縁方法がありますが、その中
でも樹脂による絶縁を研究しています。
樹脂材料は、主剤、硬化剤、触媒、難燃剤などを混
ぜ合わせ、無数の組み合わせの中から、「究極のレシ
ピ」を開発しています。

■ 金属材料技術

環境にやさしい自然エネルギー源である地熱発電用
タービン向けの材料を開発しています。地中から出る
高温で腐食性の蒸気で回転させ、発電するタービン材
料には、高温での剛性（強度）と耐食性が要求されま
す。そのため、腐食の発生や進行速度を予測するシミュ
レーションを重ね、最適化したステンレス材料や環境
に応じ部分的に耐食性を持たせる表面処理技術を開
発。高信頼性化を通して地熱の安全なエネルギー源と
しての普及促進を支えていきます。

■ 化合物パワー半導体技術

SiC（炭化ケイ素）やGaN（窒化ガリウム）を用いたパ
ワー半導体を研究しています。特にパワーデバイスの抵
抗を決めるMOS界面や、信頼性を決定する結晶欠陥な
どの複雑なメカニズムを解明し、特性を向上するための
基礎的な研究を実施。将来にわたり高性能なパワー半
導体を実現し、省エネ社会を支えていきます。

■ 分子シミュレーション技術

原子、分子レベルの現象を可視化し、理論的に解明
する技術として、計算機によるシミュレーション技術を
研究しています。
第一原理計算による化合物パワー半導体の動作メカ
ニズムの解明や樹脂接着シミュレーション、金属など
の腐食現象の理論的解明に適用し、富士電機の製品
の特性向上、信頼性向上に貢献しています。

■ 分析・解析技術

富士電機全体の製品に貢献する分析・解析を実施して
います。各種材料の不純物解析、X線回折やAFMを用い
た表面分析、SEM、TEMなどを用いた微視解析などを実
施し、富士電機製品の製造・開発業務に貢献しています。

研
究
開
発
部
門

先端的材料の研究開発で、製品のレベルアップをリードする

2015年入社 ／ 研究開発職 ／ 工学系研究科物理工学専攻修了辻 英徳 技術開発本部
先端技術研究所　材料基礎技術研究センター　先端材料技術研究部

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

私の所属する部署では、パワー半導体や磁性体など先

端的な材料を、いかに世の中やお客様の役に立てて喜ん

でもらえるか、富士電機の製品にどう貢献できるかを考え

て研究しています。その中での私の担当は、パワー半導体

であるSiCデバイスの研究。具体的には、デバイスを作製

し、測定・解析をするとともに、並行して原子レベルのシ

ミュレーションを活用したメカニズム解明も行い、性能向

上とコスト削減につながる製造方法を検討し、世界一の製

品を実現するのが仕事です。自分たちの研究の積み重ね

がパワー半導体技術を底上げすることになり、最終的に

は富士電機の製品としての競争力が上がることになりま

す。

一部の研究は社内だけでなく、大学や国研など外部と

の共同で行っています。私自身、入社後に大阪大学に2年

間常駐して研究していた時期もありました。常に最先端の

研究動向を把握するため、学会活動にも積極的に参加し

て情報を入手しています。

研究はトライアンドエラーの世界。SiCの性能が期待し

たように向上しないときに、その原因の仮説を立てて検証

し解明していくなど、最先端の研究にはチャレンジングな

ことばかりです。しかし、その壁を乗り越えていく経験が

研究開発のスキルアップにつながると確信しています。ま

た研究開発での失敗を通して、あらゆる可能性を考慮し、

事前に対策することが時間・費用共に削減につながるこ

とを実感しました。最先端の研究は本当に困難で、失敗

も多い分、自らの研究が実って製品開発プロセスに採用

されると、そのときの喜びはひとしおです。現在は小さな

テーマながらリーダーとして運営を任されるようになり、

責任者としてのやりがいも感じています。

グループ内には海外留学の経験者が多く、私も留学を

目指しています。アメリカやヨーロッパのハイレベルな大

学で最先端の研究開発ができる恵まれたチャンスですの

で、ぜひ挑戦したいと思います。そして、自分の能力を高

めて、今後の研究開発に活かしていきたいと考えていま

す。

［ 電気・電子系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

学生時代の専攻である物理学で学んだ内容を

活かせる仕事ができる、と考えて富士電機に入社

し、現在の部署に配属されました。入社以来、基

本的には継続して

SiCデバイスの研究

開発を担当してい

ます。

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

VCB用真空バルブ

原子レベルシミュレーション

半導体断面観察

地熱タービン 地熱発電所（ニュージーランド） 
単機世界最大容量

原子レベル微視解析パワー半導体シミュレーション

（左）樹脂でモールドしたVCBの
主要製品である真空パルプ

（右）樹脂の強度を高めるために
充填材の種類を見直した
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研究開発部門 エネルギー技術研究開発分野
多様化するエネルギー製品／サービスのニーズに対応する、基盤技術を追求します

富士電機全体のエネルギー関連製品の開発を支える共通基盤技術と、次世代を担う先端技術の研究開発を行っています。

研究領域

技術トピックス

職種紹介

■エネルギー関連製品の開発を支える共通基盤技術開発
（熱流体応用、化学プロセス、絶縁、放電、電磁応用、機構、制御、
電力変換、モータドライブ、センシング）

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

■ スクラバを支える熱・化学プロセス技術
船舶のエンジンから排出される大気汚染物質（硫黄酸
化物:SOx）については、国際海事機関（IMO）で海洋汚
染防止条約（MARPOL条約）により規制されています。
当社では、船舶向けのSOxスクラバとして世界初の
サイクロン技術を採用しています。スクラバ本体内で海
水を微粒子噴霧し、液滴にSOxを効率的に吸収させる
ことで、他社のSOxスクラバと比較して、体積比で
50%以上もの大幅なコンパクト化を実現しています。

■ 送受配電機器技術
再生可能エネルギーの利用拡大や蓄電設備の活用
に伴い、送受配電システムを支える機器への要求性能
も多様化しています。
当社では電磁界や熱流体、機構、放電現象、系統故障

などの解析と検証を行い、絶縁技術や電流遮断技術、系
統保護技術と駆動機構を開発しています。さらにはこれ
らの技術を発展させた監視・予知保全技術も開発してい
ます。これらにより、系統の安全な運用や機器の計画的
な保守など、エネルギーの安定供給を支えていきます。

■ センシング技術
センサ・計測機器はあらゆる産業のサポート役とし
て、重要な役割を果たしています。
当社では光、超音波、電磁気などを応用した計測技
術と、微小信号から物理量を抽出する回路・信号処理

技術を組み合わせたセンシング技術を開発していま
す。これにより、プラントの安定操業・省エネルギー・
環境保全を支えるセンサ・計測機器（ガス分析計、流量
計、圧力計など）を提供していきます。

■ エネルギー変換技術
電力の創出・貯蔵・制御やモータなどの動力への変換

など、エネルギー変換技術は今後の産業分野の高度化や
情報化を支えるために必要不可欠な技術となっています。
当社ではパワー半導体の制御技術の高度化、シミュ
レーション技術の活用とともに、高耐電圧化が可能な
SiCデバイスによる配電系統向けの技術開発も進めて
います。さらに周辺の制御機器を含めた、システム全
体の安定運用に向けた誤動作防止技術（ノイズ対策
技術）の開発にも取り組んでいます。

■ 機械システム・熱流体技術
持続可能な社会の実現に向けた電動化の推進や
CO₂排出量の削減に向けた未利用熱の活用が注目さ
れる中で、機械システム技術や熱流体技術の重要性が
高まっています。
当社ではパワエレ機器、輸送機器の小型軽量化、耐
振構造、予知保全などの機械システム技術と、パワエレ
機器の高密度実装、工場加熱冷却ヒートポンプ、流体
機械などの熱流体技術の開発に取り組んでいます。

研
究
開
発
部
門

自分の成長が、難題な電磁ノイズ対策の技術研究に活かせている

2008年入社 ／ 研究開発職 ／
理工学研究科　電気電子工学専攻修了市瀬 彩子

技術開発本部
先端技術研究所　エネルギー技術研究センター
電気エネルギー技術研究部　電磁応用技術Gr

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

パワーエレクトロニクス機器は工場の製造プロセスを

担うシステムに組み込まれていますが、システム内の電子

機器に電磁ノイズによる影響を与えることが課題の一つ

となっています。電磁ノイズは製品の品質や工場の稼働に

ダメージを与えるリスクが高いため、パワーエレクトロニク

ス機器メーカーは電磁ノイズ対策技術の確立に注力して

います。私が担当しているのはこの技術の研究です。電

磁ノイズの発生メカニズムは複雑で、インバータが単体で

は規格をクリアしていても、システムに組み込んだら予期

しない経路で電磁ノイズが伝わってシステムの誤動作に

繋がるなど、あらゆる想定をしてみないと見出せないこと

が多くあります。また、電磁ノイズ対策の技術には、単独

の機器からシステム全体を俯瞰して、幅広い視点でのア

プローチが求められます。パワエレ機器だけでなく、さま

ざまな製品群や事業分野の垣根を超えた柔軟な考え方

も必要。したがって、多くの人と関わり、コミュニケーショ

ンをとることも研究のリソースとなります。

私が富士電機に入ってよかったと思っているのは、入社

してから今日まで、多くの製品開発や基礎研究など、さまざ

まな経験を通して、仕事の幅を広げられていること。入社

直後はIHインバータの回路設計を担当し、通常のモータ駆

動用のインバータとは異なる、共振型インバータを勉強し

開発に取り組みました。次に、IHインバータを応用した移

動体向け非接触給電装置の開発に携わりました。これは、

ロボットやEV、鉄道車両などへの給電・充電に活用される

装置です。研究開発の初期段階でもあったため、課題も多

様で大変でしたが設計・開発部門とも連携して課題解決

に取り組んだことで、多くの知識や技術を学べたと実感し

ています。そして、現在の電磁ノイズ対策技術研究の担当

になり、これまでの経験の積み重ねが電磁ノイズに関係す

るさまざまな製品・技術や人と関わりながら研究を進めて

いく上での基盤となっています。机上ではわからない現場

での経験の尊さ、技術を深堀していける面白さを知ること

ができ、最終的にそれを製品に反映して役立てられること

は、研究者冥利に尽きると思っています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

2008年から2年間は業務用IHインバータの開発

と主回路設計を担当。2010年から3年間は移動体

向け非接触給電装置の開発と制御ソフトを担

当。2013年からはパワエレ

機器単体、およびそれを

含むシステム全体の電磁ノ

イズ対策技術担当となり、

現在に至っています。

変電装置 工業電熱装置EVインバータ パワートレイン

ガス分析計 大容量・高周波電力変換器放電 船舶用サイクロン式スクラバ 車載機器
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営
業
部
門

営業部門
多様なマーケットとお客様の期待に応え、新たな価値を創出する製品・サービス提供を追求

営業部門は、当社の事業拡大を牽引する役割を担っ
ています。
業界の動向を捉えながら国内外のお客様のご要望
に応え、最先端技術を駆使した高品質な製品を提供し
ています。
製品は、発電設備・産業設備などのプラント設備や
機械設備、単体機器（モータ、インバータ、半導体、自
動販売機など）、工場のエネルギー管理などのシステ
ムと多岐にわたります。また、お客様の業種は、エネル

ギー（電力／ガス／石油／水力／火力／原子力）、社会
インフラ（鉄道・道路／中央官庁・自治体／情報通信
IT）、素材産業（鉄鋼／化学）、組立て加工（自動車／
重機械／電機・電子・精密）、半導体、食品流通（飲
料・小売、運輸）など、さまざまです。
グローバルな営業体制（本社、国内営業拠点9支
社、海外販社）を敷き、関係各部門と連携を取りなが
ら、注力事業においては業界ナンバーワン、世界ナン
バーワンを目指しています。

マーケットの最前線にいる国内外営業部門の重要
性は増しており、営業の担う役割も多岐にわたりま
す。製品を軸とする機種戦略の立案、業種や地域に密
着した営業戦略の立案、事業部門と戦略を共有しな
がらプロジェクトをコーディネート、さらには新しいビ
ジネスモデルの創出と確立など、マーケットと当社を

つなぐフロントランナーとして活躍します。
また、お客様との継続的な信頼関係を築きながら、
製品・ソリューション・サービスを通じ、「お客様の満
足」につながる「価値」を提供します。
技術の知識を活かしながら、お客様に最適な提案
活動が行える技術営業の強化も目指しています。

事業領域

職種紹介

■営業　■CE(カスタマーエンジニア)

営業の仕事

世界最大出力の地熱発電システム(ニュージーランド)

世界のエネルギー需要に貢献しているという格別のやりがい

2011年入社 ／ 営業職 ／ 経済学部　経済学科卒業清水 拓弥 発電プラント事業本部　
営業統括部　海外地熱部

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

海外に新設する地熱発電所の設計・建設からアフター

サービスまで、トータルに提供する大型プロジェクトにお

いて、営業として受注契約に関する打ち合せや交渉、そし

て契約内容が的確に遂行されているかの管理を担当して

います。

これまで特に印象的だった仕事は、アイスランドのセイス

タレイキル地熱発電所新設の大型プロジェクトです。EPC

（Engineerig : 設計、Procurement : 調達、Construction

建設）の全工程を担うプロジェクトで、国営のアイスランド電

力公社をお客様とし、ドイツの冷却設備メーカーとコンソー

シアム（共同事業体）を組んで受注しました。私は約7か月

間現地に滞在し、計画通りに建設工事を完遂させるために

奔走しました。国籍や文化が異なる相手との調整や交渉に

は苦労もありましたが、相手の思いや立場を考えて誠実に

対応することの大切さを学び、無事に完成に至りました。発

電所の引渡しの際、お客様から「富士電機と仕事をしてよ

かった」とおっしゃっていただいたときは、この会社で働く

誇りと自分の仕事の達成感が湧き上がってきたものです。

大学時代に環境経済学を学び、世界各国の再生可能エ

ネルギーの動向に興味を持ち、それに関連する仕事を希

望していました。そして富士電機に入社し、まずは海外向

け火力発電設備の営業を担当して設備機器を納入するプ

ロジェクトの経験を積み、5年目にして念願の地熱発電の

担当部署に異動となったのです。

現在は地熱発電が盛んなアフリカ市場を担当しており、

ケニア向けのEPCプロジェクトを進めています。英文契

約、貿易実務、法務、税務などさまざまな知識が必要です

が、プロジェクトを経験するたびにスキルアップしていける

のがうれしいです。さらにスムーズに仕事を行うために、ア

イスランドの発電所プロジェクトの経験などから得た自分

なりのノウハウも駆使しています。それは、国は違っても相

手も自分も同じ人間なんだという捉え方で真摯に向き合う

こと。大変なこともありますが、自分がやりたかった地熱

発電の仕事に携われて、大きなやりがいを感じています。

世界中でSDGsの推進に向けて取り組んでいる中、自分

の仕事もその一助になっているという喜びもあります。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社直後は世界市場に向けた火力発電設備の

営業とアフターサービスを通じて、実務の基礎を

学びました。2015年からは地熱発電設備の海外

営業を担当し、アイ

スランドとケニアで

EPC事業案件に携

わっています。

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点
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グローバルマーケットでの挑戦

2009年入社 ／ 営業職 ／ 基礎工学部　材料工学科卒業壹岐 幸太郎
Fuji Electric Corp. of America Electronic Devices Division
Semiconductor Department
（富士電機アメリカ社 駐在）

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

富士電機アメリカ社（FEA）は、北米・中南米エリアの
お客様向けに電気機械設備、半導体製品、駆動制御機器
などを提供する販売会社です。私は現在FEAに駐在、半
導体分野を担当、マーケット最前線で活動しています。富
士電機の半導体製品は、海外売上比率が約6割を占め、
グローバルに展開しています。私は、米国エリアの日系・
現地企業に向けた拡販活動だけでなく、米国市場動向、
さらには世界市場動向を日本に伝える役割も担っていま
す。赴任時は、日本国内担当時のお客様の在米拠点への
活動が主でしたが、徐々に新たな担当先を増やしていると
ころです。
当初は、時差、広大な営業エリア、商慣習の違いなどに
かなり戸惑いましたが、慣れるにつれて、効率的な仕事の
しかたが身に付いてきました。色々な文化や価値観が混在
しているので、自分の価値観を押し付けないように常に心
掛けています。また、日本と比較すると、各自の仕事の範
囲や立場が非常に明確。しかし、快く協力してくれること
も多く、特に「同じチームだから助け合うのは当然」とサ
ポートしてくれる営業メンバーには感謝でいっぱいです。

太陽光や風力など再生可能エネルギーによる発電需
要が増している米国では、その電力変換を担うパワー半
導体市場の伸長が期待されています。お客様の多くは、
米国を拠点として中国やヨーロッパなどで生産を行って
います。製品のコアとなるパワー半導体を供給すること
により、お客様のグローバル展開にも寄与できる、そこに
大きなやりがいを覚えます。近年発給要件が厳しい米国
ビザも無事に取得できました。これは自分が米国社会に
貢献することへの期待の証だと考え、頑張りたいと思っ
ています。米国の良さを尊重しつつ、日本企業の良さも活
かし、融合していくことを目指します。
今回の米国駐在は、自分の視野を広げ人間力を高め
る、とても良い機会だと捉えています。日本で培った知識
と経験を活かし、さらに米国でスキルを磨きたい。そして
米国エリアの売上をどこまで拡大できるか、それが使命
でありチャレンジだと思い、やる気は高まるばかりです。
頑張りが業績に着実につながる手応えを感じつつ、海外
で得られる貴重な経験を大事にして日々邁進していま
す。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後10年間、半導体の国内営業を担当してい

ました。2019年より、富士電機アメリカ社（FEA）

に駐在し、産業・民生・車載の市場における営業を

担当しています。

営業という仕事のやりがいとワークライフバランスの両立

2005年入社 ／ 営業職 ／ 理学研究科　物理学専攻修了吉本 麻登香 営業本部
ファクトリーオートメーション統括部　北関東支店　営業課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

以前は本社で流通小売店舗向けのインバータやEMS

（エネルギーマネジメントシステム）の営業をしていました。結

婚、産休・育休を経て住まいを栃木に移したことから、会社に

相談して北関東支店に勤務となりました。

現在は、インバータやコントローラなどの営業を行ってお

り、主に食品機械メーカー、ロボットなどを製作するセット

メーカーなどを担当しています。カタログ製品の販売から、

お客様のニーズに応じて製品の組み合せや仕様変更など

の対応まで、営業の仕事は幅広く、また、お客様も製造業

だけでなく病院や官公庁など多岐にわたっています。

お客様と製造現場の橋渡しをするのが営業の役割。さ

らにプラスαとして私独自の提案ができるように心掛けて

います。そのために、自分の知識と経験を増やせるよう常

に努力を続けています。

ワークライフバランスが実現できている環境にあり、無

理なく仕事に取り組めているのもうれしいことです。営業の

仕事は奧が深いので、キャリアを積み重ねながらスキル

アップを図っていきたいと考えています。

営業という仕事の見かたを変える、ひとつの転機となっ

たのは東日本大震災でした。地域社会における防災拠点

として、各地域の店舗がその役割を期待されていると知っ

たのです。それまで、多店舗展開をしている流通業者のお

客様には、大きな課題として捉えられていた各店舗の省エ

ネ化に向けた提案を中心に行っていましたが、非常時の

電源確保も踏まえてエネルギーコントロールを最適化す

る、という視点を持って、インバータやEMSの提案を進め

ていくようになりました。自身の仕事が人々の生活の安心

にわずかながらでも寄与できているという実感も得られ、

大きなやりがいとなりました。

現在は製造業のお客様を担当しています。制御や管理

という機能を提供することでお客様の経営に役立てるこ

とをやりがいに、お客様との信頼関係を大切に築いていく

よう努めています。富士電機の幅広いラインアップかつ高

品質の製品を強みとして、枠にとらわれずにフレキシブル

に提案していけるよう、これからも頑張っていきたいと思

います。

私のステップCAREER STORY

関西支店でのタッチパネル、コントローラの営

業を経て、大崎本社で流通小売店舗に対する

EMSなどの導入・提案を担当。2013年から産休・

育休の2015年に復職

し、北関東支店にて製

造業を中心に営業をし

ています。時間短縮勤

務制度を利用中。

14
営業部門
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ものつくり部門
「現場力」「生産技術力」「人材力」の3本柱で、競争力の向上を実現します

ものつくり部門の役割は、お客様のニーズに応える
技術開発を行い、安全・安心な優れた製品をつくり、お
客様に最大の満足を提供することです。現在、当社で
は国内製造拠点20カ所、海外生産拠点21カ所の計41
拠点でさまざまな製品を製造しています。いずれの製
造拠点においても、お客様の要求に応える「機能」、「品
質」、「 価格」、「納期」を実現するため、日々“ものつく
り”の改革に取り組んでいます。
ひとくちに“ものつくり部門”といっても、その範囲は
非常に幅広く、製品を企画して開発・設計する開発・設
計部門、生産計画を立案する生産部門、必要な原材
料・部品を調達する調達部門、生産ラインの構築や製
造方式の開発・合理化を行う生産・製造技術部門、実

際に製品を製造・組み立てる製造部門、製品の品質を
検証する品質保証部門など、対象は多くの部門にわた
ります。

お客様に満足いただける高品質の製品を安価で量
産し続けるため、生産・製造技術部門は最も重要な役
割を担っています。開発・設計部門の企画した製品に
対し、最新の材料技術や加工技術をもとに最適な製
造方法（技術）を適用し、将来に向けてはロボット技術
を駆使した自働化やAI技術の活用などIoT化に向けた
技術開発を実施して、量産適用できるまで完成させて
いきます。量産適用にあたっては生産ラインの効率や
加工・生産コストを理解した上で、生産設備から生産
ライン全体の企画・設計から構築まで一貫して取り組
んでいます。既存の生産ラインに対しても稼働状況を
監視し、課題分析と設備改善や工法改善を繰り返すこ
とで、最適なものつくりを実現しています。
また、国内拠点は海外拠点を指導できるマザー工場

化を目指し、基盤となる生産技術力・製造技術力の強
化やグローバル人材の育成にも取り組んでいます。

事業領域

生産・製造技術の仕事

職種紹介

■生産・製造技術　■生産管理　■設備開発・設計　■材料・評価技術

IoTやAI技術を組み合わせた高度な自働化設備への挑戦

2011年入社 ／ 生産技術職 ／ 理工学研究科　機械工学専攻修了澁田 学 生産・調達本部
生産技術センター　設備技術部　設備設計課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

私の所属する部門の役割は、製造技術、自働化技術、

IoT技術を駆使して富士電機の最適なものつくりを実現す

ること。私はその中で国内外の生産拠点の課題を解決す

るため、従来の自働化設備開発にセンシング技術やIoTや

AI技術などを用いて、製造現場で人が行っている高難度

な作業の自働化要素技術開発と、設備開発を担当してい

ます。いわば、匠の技の自働化といえましょうか。

製造業などの企業において、労働人口の減少や高齢化

に対して、匠と言われるような熟練者の技能をいかに次世

代に継承するかが重要な課題となっていますが、経験に

よる勘どころなども関わってくるため自働化は困難とされ

ていました。しかし私はその課題に挑んで、加工、溶接、

組立て、検査工程に最新のIoTやAI技術などの新技術を

組み込んだ独自の設備開発に取り組んで、匠の技術を再

現して社内工場に展開しています。難しい課題に対して怯

まず、かえってやる気がおきるのは、もともとの機械好きが

高じて今の仕事を選んだからと言えるかもしれません。

ものつくり部門は生産設備だけでなく、ものつくりに関わ

る全工程を視野に入れ、関係部門と深く関わり最適なもの

つくりを追求していく、常に探究心が刺激される仕事だと

思います。

当社が高いシェアを誇る産業機械や設備には保安器具

などの製品が組み込まれていますが、これらは個々のお客

様の要求を満足するため、仕様が数千種類にも及びます。

短納期の出荷要求が加速しており、「変種・変量生産」へ

のニーズは増すばかり。そこで私は、高度化している産業ロ

ボットを活用し、「人とロボットが働く生産ライン」の構築に

チャレンジしました。視覚と2本の腕を持つロボットが人と

並んで立ち、人と同じきめ細かい組立て作業を可能に。生

産量に応じて人とロボットの組合せを柔軟に変えられるの

で、無駄なく効率的な生産体制を維持できるのが特長で

す。難題が次 と々発生しましたが、その都度メンバーと議論

や試行錯誤を重ね、社内のベテランからアドバイスや知見

を得るなど総力戦で完成したのです。日 さ々まざまな課題

にチャレンジできるこの仕事に興味が尽きません。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

2011年の入社以来、生産技術開発を担当。生

産ラインの治工具や設備設計に取り組み、2014年

からはロボットの導入に挑戦。2016年から現在ま

で、熟練作業者の高難度

作業や3K作業などの自働

化の適用拡大による、富士

電機のものつくり強化に取

り組んでいます。
主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

SEM分析

VA検討会
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調
達
部
門

調達部門
世界を股に掛けた資材調達で、生産の原動力を担います

調達部門は、生産活動に必要な部品・素材、プラン
トを構成する装置や据付工事など（直接材）に加え、
製品を生産するための設備や事務用品（間接材）まで
すべての購入に関与しています。
本社調達センターを中心に、国内生産拠点、海外生
産拠点にそれぞれ事業所調達部門を設置しています。
調達センターは主に調達方針・戦略立案、調達予決算
管理、サプライヤ評価・管理（調達BCM=Business 
Continuity Management含む）、コンプライアン
ス・CSR、全社共通素材・電子部品の集中購買などを

担い、事業所調達部門は事業所固有の部材の購入を
担っています。また、海外生産拠点の調達機能強化・
グローバル調達拡大のため、中国、東南アジアなどに
IPO（International ProcurementOffice）を設置し
ています。
当社は多岐にわたる事業を展開しさまざまな製品
を生産しているため、原材料、部品、組立品、プラント
品、事務機器などを世界中のサプライヤから調達し全
社の生産活動を支えています。

調達部門では、発注先の決定、購入価格の決定、新
規サプライヤの開拓まで購入品に対するQCD
（Quality:品質、Cost:価格、Delivery:納期）を高いレ
ベルで実現しています。現在注力していることは、製品
の開発段階から設計者と購買担当者（バイヤー）、サプ
ライヤの三者が連携し最適部材を選定することでコス
ト削減に取り組む「開発購買」、国内外の生産拠点が
世界中のサプライヤから最も安価で良質な部材を購
入する「グローバル調達」、海外生産拠点のローカルス
タッフも含めた「バイヤー教育」による調達力の底上げ
です。また、直接材だけでなく間接材含めすべての購
入品に調達部門が関与し、キャッシュアウトの抑制で
会社経営に貢献しています。

事業領域

調達の仕事

職種紹介

■社内外調達情報収集および分析　■調達戦略、調達組織の立案および推進　
■サプライヤの評価および管理　■価格交渉、発注、納期管理

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

最適な調達のために、国内・海外の経験とネットワークを活かして

2012年入社 ／ 資材調達職 ／ 文学部　西洋史学科卒業長瀬 令佳 技術・生産統括部
購買部

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

私の仕事は、スマートメータの生産に必要なすべての部

品や資材を調達することです。スマートメータは、電力使用

状況を把握しやすいデジタル方式の電力量計で、富士電機

は日本の大手電力会社10社に納めており、月産約25万台を

24時間稼働で生産しているもの。エネルギーの有効活用の

ためのインフラ整備が推進される中、スマートメータの導入

先は全国に広まっています。スマートメータに使われる部材

は100種類以上、調達先のサプライヤは国内・海外合わせ

て約90社。生産スケジュールに沿った納期かつ適正価格

で部材を仕入れることが調達の重要なポイントとなります。

サプライヤ各社とは、情報交換を密にして、当社の今後の

生産見通しや内外のエネルギービジネスの長中期的な動

向まで、情報を共有するようにしています。また、サプライヤ

各社の生産体制や部材の市場価格の推移も把握しつつ、

必要に応じて新たな調達先の開拓も必要です。

調達は単に部材を仕入れるだけでなく、情報の収集や

分析、生産状況や市場の見通しの把握、サプライヤとのコ

ミュニケーションなどが必要な仕事だと実感しています。

調達の仕事のやりがいを高めるきっかけとなったのが、

タイ工場への赴任経験でした。2014年から3年間、タイ工

場で新製品の立ち上げや量産部品の安定調達、購買部門

のスタッフの育成などに携わったのです。その前には国内

工場に配属されそこからタイ工場の調達支援をしていまし

たが、実際に現地で新規取引先の開拓、開発購買業務を

主体的に行ってみると、購買の仕事に一層充実感を覚えま

した。タイ工場の売上が伸びるにつれて、サプライチェーン

の要である購買部の役割もさらに重要になり、短期間で

の部材手配やコストダウン交渉などは事業の損益にも直

結してきます。品質、コスト、納期のマネジメントを任され、

常に生産を支えてきたという自負があります。

帰国して現在の部署にいても、その気持ちは変わりませ

ん。経験を積んできたことによるスキルアップの手応えが

あり、調達マネジメントにも自信が持てるようになりまし

た。国内外のネットワークを活かして業務の幅が広がり、

ときには部材開発まで行うようなサプライヤとの協業の面

白さも味わっています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

国内工場で生産スケジュールに沿った調達の

進め方を学び、工場の海外移転に伴う調達にも

挑戦。その後タイ工場に赴任し現地調達の道を作

りました。現在はス

マートメータの生産に

必要な部材の調達や新

製品向けの開発購買に

取り組んでいます。

タイ生産拠点における調達教育の様子
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社
内
S
E
部
門

社内SE部門（富士電機ITセンター株式会社）
産業・社会基盤に貢献する富士電機のITインフラを支えます

富士電機ITセンターの役割は、事業の根幹を支える
戦略的なIT利活用により、富士電機の成長や変革を
支援・実現することです。
事業・経営に関する基幹システムでは、国内外の拠
点で販売する製品の受注から納品までを一括管理
し、財務会計システムと連携させ、蓄積されたビッグ
データを活用することで、富士電機グループの経営戦
略などさまざまな場面で利用する仕組みを提供し運
用しています。
生産管理システムは、製造工程の一連の流れに無駄
のないよう効率的に工場を運営して、ものつくり全体

を管理しています。生産現場でのIoT活用により生産
情報を「見える化」し、業務改善や生産性の向上に取
り組んでいます。
情報インフラは国内外の全社員が利用するメール
やスケジュール管理／Web会議ができるコミュニ
ケーションクラウド基盤や、グローバルネットワーク・
データセンター、セキュリティ対策によりシステムを安
定稼働させるために重要な役割を担っています。
また、ITユーザサポートは、パソコンやスマートデバ
イスなどの最新機器や新IT技術を検証するとともに
社員のヘルプデスクを設営しています。

IT活用が業務に不可欠であり、経営・事業・生産と密
接に関わっているIT部門の重要性は増しており、社内
SEの役割も多岐にわたります。
最新IT技術と業務知識を活かし、システム-オーナー
の要望をまとめ、関係者の調整を図りながら設計・開
発を行い、ユーザに最適なシステムを提供しています。
IT部門のミッションは従来のシステム基盤の整備・
維持から、最近では業務改革の提案・推進、戦略実現

に必要なシステムの提案を通じて、ビジネスパフォー
マンスの向上に貢献へと重点が変わってきています。
事業の根幹を支える情報基盤を維持しつつ、社員の
業務効率化の支援、新たな価値を生む仕事の時間創
出やグローバル最適化の提供を目指して、経営環境の
状況に応じたIT活用で富士電機の事業変革を支えて
います。

事業領域

社内SEの仕事

職種紹介

■システムエンジニア、ネットワークエンジニア、アプリケーションエンジニア、
　データベースエンジニア、システムアドミニストレーター

主要拠点

東京（本社）

鈴鹿地区

各支社

松本地区 山梨地区

川崎地区

三重地区

東京地区

吹上地区

神戸地区

大田原地区

千葉地区 筑波地区

海外拠点

富士電機の世界中の拠点を結ぶ情報基盤を、アップデートで運用・保守する

2002年入社 ／ システムエンジニア ／ 工学部　情報通信学科卒業河辺 倫美 富士電機ITセンター株式会社
監視・運用センター　デジタルワークプレイス推進課

WORKS 現在の仕事 やりがいMOTIVATION

富士電機ITセンターは、グローバル展開する富士電機

の事業および経営部門を支える情報システム部門であり、

富士電機グループの一員という位置付けです。その中で私

は、メールやスケジュール管理などの情報システムの保

守・運用を管理するグループリーダーを務めています。

2015年、大きな仕事がありました。富士電機が「グロー

バル市場において総合力を発揮できるコミュニケーション

ツール」としてクラウドサービスによる新たな社内基盤を

導入し、従来のメールやスケジュール管理ツールを新シス

テム「FeWare」に統合する形で全面移行する一大プロ

ジェクトを遂行したのです。私はこのプロジェクトに構築

段階から関わりました。まず国内の全拠点で約19,000人

が使うシステムを一斉に切り換えたところ、ユーザ認証の

経路やメールのトラフィックが想定以上に増大してしま

い、一時的に機能が遅延するなどのトラブルが発生。その

時は設計・開発担当者やネットワークインフラ担当者と連

携して速やかに対応し、その後、海外各社も順次新システ

ム移行を無事成し遂げることができました。

苦労も多かった「FeWare」の導入でしたが、現在では国

内・海外合わせて48社で運用し、世界中で約23,000人が

活用する社内IT基盤となっています。情報セキュリティを

徹底させ、安心してデータ共有および活用ができる機能に

優れ、ビデオ会議機能なども装備し、グローバルな事業活

動をスムーズに展開していく貴重なツールとなっています。

富士電機の事業はこの情報基盤なくしてありえないとい

う、重要な存在です。

それを支えているのが自分の仕事なんだという自負もあ

りますし、アップデートを重ねてより良いものにしていく改

善の業務も大きな手応えがあります。クラウドサービスの

機能拡張に対応するインフラの増強、現場の声が求めてい

る新たな使い方など、高度化多様化するニーズに対して、

開発部門や各拠点のサポート部門と共に、より使いやすく

機能性の高いシステムを目指しています。そのために、新技

術の動向や情報のチェックも大切であり、日々の勉強も欠

かせません。事業を支えるとともに、自分が成長し続けて

いける仕事だと大きな魅力を感じています。

［ 電気・電子系 ］［ 機械系 ］［ 情報系 ］［ 制御系 ］［ 物理系 ］［ 化学系 ］［ 材料系 ］［ その他 ］
活躍できる学科・専攻

私のステップCAREER STORY

入社後は中小規模向けの社内システムから海

外向け業務システムまで幅広く開発・運用業務を

学び、約1年間の産休・育休を取得。休業中も定期

的に上長とメールで情

報交換して復帰に備え、

復帰後は現在の部署で

情報基盤の保守・運用

を担当しています。
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CSR　富士電機の社会的責任

　富士電機のCSR活動は、国内外のさまざまな団体・企業などから高い評価を得ています。

富士電機とSDGs 社外からの評価

■ Dow Jones Sustainability Indexの構成銘柄に選定

富士電機は、社会と環境の課題解決に取り組み、
すべてのステークホルダーへ価値を提供し続けます。

　SDGsの目標のうち、当社が事業活動において特に貢献すべき目標として、五つの重点目標を設定しました。加えて、経営基盤強化の取組
みとSDGsの関連性から、企業活動全体として取り組むSDGs目標として九つのSDGs目標を設定しています。パートナー・お客様とともに
社会・環境問題の解決、お客様価値の創造に応えることを通じて、この目標達成に貢献していきます。

基本的な考え方

SDGsの重点目標

　2015年、国際社会の共通目標として「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」など17に及ぶ「持続可能な開発目標」(Sustainable 
Development Goals　通称SDGs)を国連で決議しました。この考え方は、当社の経営理念である「豊かさへの貢献」「創造への挑戦」「自
然との調和」と同じ方向性であり、この取組みを推進していくことでSDGsの達成に貢献していきます。

ESG※インデックスへの組み入れ状況

主な表彰・評価

 気候変動対策の枠組みである「パリ協定」
が2016年に発効するなど、持続可能な環境
を目指す動きが活性化している中、当社も地
球環境保護活動に貢献するため「環境ビ
ジョン2050」を制定。当社の革新的クリーン
エネルギー技術・省エネ製品の普及拡大を
通じ「低炭素社会」「循環型社会」「自然共
生社会」の実現を目指します。

※ ESGとは、環境 (Environment)、社会 (Social)、ガバナンス (Governance) の頭文字を取ったもの。
　 企業経営や成長において、それぞれの観点を持った上で配慮が必要だという考え方。

* CDPは、環境問題に高い関心を持つ世界の機関投資家や主要購買企業の要請
に基づき、企業や自治体に、気候変動対策、水資源保護、森林保全などの環境問
題対策に関して情報開示を求め、また、それを通じてその対策を促すことを主
たる活動としている非営利組織です。

■ FTSE4Good Index Seriesの構成銘柄に選定

■ 省エネ大賞　省エネルギーセンター会長賞を受賞 ■ CDP　Aリストに2年連続で選定

■ FTSE Blossom Japan Indexの構成銘柄に
　 3年連続で選定

■ MSCIジャパンESGセレクト･リーダーズ指数および
　 MSCI日本株女性活躍指数の構成銘柄に選定

経営理念

企業行動基準

経営方針

富士電機の企業活動全体で取り組むSDGs目標

•

低炭素社会の実現 循環型社会の実現 自然共生社会の実現

富士電機「環境ビジョン2050」

環境負荷の低減 環境価値の創出

※3R：Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）

社会・
環境課題の
解決

お客様
価値の創造

エネルギー・環境事業

豊かさへの貢献 創造への挑戦 自然との調和

SDGs 5つの重点目標への貢献例 

●生産時の温室効果ガス排出量31%削減
 （温室効果ガス排出量基準年：2013年度）

●製品による社会のCO₂削減量
　5,000万トン/年に貢献

■再生可能エネルギーの拡大
■エネルギー効率の改善

クリーンなエネルギー エネルギーの安定供給
自動化 省エネ

エネルギー・環境事業で貢献するSDGs重点目標
■産業プロセスにおけるCO₂排出量削減
■社会・産業インフラの強靭化

■都市と居住地におけるエネルギーなどの基本的サービスの提供
■持続可能な輸送システム

■天然資源の効率的な利用
■化学物質・廃棄物の適正管理、放出の削減

■CO₂排出量削減に貢献する製品提供による
　気候変動対策への貢献 

2 0 3 0年度目標

サプライチェーン全体の温
室効果ガス排出量80%以上
削減を目指します

環境負荷ゼロを目指すグ
リーンサプライチェーンの
構築と3R※を推進します

企業活動により生物多様性
に貢献し生態系への影響ゼ
ロを目指します

環境ビジョン 2050

CSR

　2020年11月、社会的責任投資の世界的な株式指標である「ダ
ウジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）」の構成銘
柄Asia Pacificに、16年連続で選定されました。世界の約3,000
社の中から、業種ごとに「経済」「環境」「社会」の3分野において総
合的に優れた企業が選定されています。

　2020年6月、FTSE4Goodインデックスシリーズの構成銘柄
に継続して選定されました。FTSE4Goodは、環境・社会・ガバナ
ンスのグローバル・スタンダードを満たす企業への投資を促進す
るようデザインされた株式指数シリーズです。

　2020年6月、FTSE Blossom Japan Indexの構成銘柄に3年
連続で選定されました。FTSE Blossom JapanはFTSE Russel
社が作成し、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が運用対
象としているESG指数です。

　2020年6月、MSCIジャパンESGセレクト･リーダーズ指数
およびMSCI日本株女性活躍指数の構成銘柄に3年連続で選
定されました。両インデックスはMSCI社が作成し、年金積立
金管理運用独立行政法人（GPIF）が運用対象としているESG
指数です。

　富士電機機器制御株式会社 吹上事業所は、「令和元年度 省
エネ大賞」で「省エネルギーセンター会長賞」を受賞しました。
　吹上事業所では2015年から自社電力予測システム（ZEBLA）
を活用した省エネ活動を実施しており、今回の受賞は本活動が
成果を上げたと評価されたものです。
　ZEBLAは、使用する電力量をピークなども含めて予測し、省エ
ネにつなげるシステムです。電力消費量の予測計算を自動化する
ことで、リアルタイムな状況に応じた省エネ対応が可能となり、
「2018年度のエネルギー原単位（原油換算）25.7%削減（2015
年度比）」を実現しました。 

　2020年12月、2020年度の気候変動に対する取り組みとそ
の情報開示により、環境分野で世界的に権威のあるCDP*から
最高評価の「Aリスト企業」に2年連続で選定されました。
　気候変動に対する取り組みでは、地熱発電や水力発電などク
リーンエネルギー関連設備や、パワー半導体やインバータなど省
エネ機器を提供することで社会のCO₂削減に取り組んでいます。 
　また、自社工場に当社製省エネ機器を導入するとともに、地
球温暖化係数の高いガスの削減・代替を促進するなど、生産活
動における温室効果ガス排出削減も推し進めています。
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人事制度／福利厚生／教育・研修制度

人事制度 教育・研修制度

富士電機では、競争力の強化と人財育成を目的に、
さまざまな制度と、プロフェッショナルな人材育成メニューを設けています。

プロフェッショナルな人材育成

　富士電機では社員の能力開発を経営の重要な方針として位置付け、充実化を図っています。東京事業所にある能力開発専門の研修所に
おいて、ありたい姿や本当に必要な技術・スキルは何かなどを自由闊達に階層を超えた議論を通じながら“高いエンプロイヤビリティを
有するプロフェッショナルな人材の育成”を目的に、内定者から幹部社員クラスまでの階層別研修のほか、選抜研修、グローバル化研修、
オープン講座を実施しています。

評価制度

　「社員が生み出す価値や成果」をストレートに処遇に反映で
きる制度を導入しています。ただし、成果といっても賃金のす
べてが成果により決まるわけではありません。成果に至るまで
にどのように行動を起こし目標を達成したか、その過程につい
ても評価の対象となります（行動特性評価制度）。
　また、昇級には「社内選考会」を実施し、各人の能力、仕事の
成果を公正に評価しています。

選択定年延長制度

　他社に先駆けて 65 歳まで定年年齢を延長できる制度を導入
しています。（60 歳以降定年年齢を選択できます）
　各人のニーズに合ったライフプランを設計することが可能
です。

福利厚生

寮、社宅制度

　寮、社宅（家賃補助も選択可能）は各拠点ごとに完備されてい
ます。

財産形成制度

　積み立てた貯蓄を退職後年金として受給することができる
積立年金制度、住宅財形制度や一般財形制度、従業員持株会
（会社補助あり）などの各種財産形成制度を用意しています。

厚生施設・保養所

　健康保険組合保養所、健康増進センター、厚生年金保養所
など、社員の健康増進、余暇活用に役立てています。

フレックスタイム制度

　日々の始業・終業時間を自由に決めることができます。フレッ
クスタイムを導入することで、仕事とプライベートとのバラン
スを調整し、メリハリのある働き方を実現できます。

時間短縮勤務制度

　子供が小学６年生までの期間、就業時間を短縮して働くこと
ができ、仕事と家庭の両立を図ることができます。

Location Flexible 勤務制度
（サテライト勤務・在宅勤務）

　自宅での勤務や、在籍する事業所以外の事業所での勤務が可
能です。移動時間を減らし、効率的かつ個人の能力を最大限発
揮しやすい就業環境を整えることで、多様なワークスタイルを
実現し、ライフサイクルに合わせた仕事と家庭の両立やワーク
チャンスの拡大に寄与しています。

自己啓発・リフレッシュ支援制度

　社員の能力開発に積極的に取り組んでいます。業務に必要な
教育はもちろん、業務に直接関係の少ない自己啓発や余暇活
動への支援（費用を負担）についても行っています。

一般社員

幹部社員

内定者

経営人材候補者育成選抜研修

ビジネスコアリーダー研修（ＢＣＬ研修）

階層別研修 選抜研修 グローバル化研修 オープン講座

部長研修

ライン課長研修

新任幹部社員研修

内定者教育 語学教育（ｅラーニング）

海外赴任前研修

Global Specialist Program
（海外赴任によるスキル取得）

海外拠点責任者研修

海外留学制度

語
学
研
修

各
種
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
系

資
格
系

技
術
・
専
門
系入社2年目研修

ステップアップ研修

ものつくり実習

集合研修

入
社
時

研
修

企画職Ⅰ級研修

【ビジネスコアリーダー研修 (BCL 研修 )】
　将来の事業展開の中核を担う人材の育成を目的に、優秀な若
手リーダー層を対象に行う選抜研修です。経営知識の習得、戦
略的思考と行動特性の醸成、社内外とのネットワーク拡充に約
10か月取り組みます。

選抜研修階層別研修

【入社時研修】
　富士電機社員としての意識の醸成と、社会人として必要な基
本的なマナー・スキルを習得します。
【ステップアップ研修・入社 2年目研修】
　業務上の独り立ちと、自らの業務課題に対して期待される成
果を上げるために、課題設定から解決に至るプロセスを論理的
に導く力や、財務会計知識などを習得します。

　仕事に必要な知識・スキルの習得および自己啓発を目的に、
選択して受講する教育講座です。300 種類の講座を開催してい
ます。

オープン講座グローバル研修

【Global Specialist Program】
　今後さらにグローバルにビジネスを展開し、事業伸長を加速
化するため、一定の国内実務経験がある中堅社員を 1～3 年間
当社海外拠点に派遣する育成プログラムです。
【海外留学制度】
　将来的にグローバルリーダーになり得る人材の育成のため、
若手社員を海外の大学・研究機関に留学生として派遣し、海外
での共同研究を通じて育成するプログラムです。

(富士電機（株）における2018年度実績)

Career &
Living Support
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ダイバーシティ＆インクルージョン

　法定以上の育児休職制度や時間短縮勤務制度、年次有給休暇の「時間単位取得制度」など、仕事と育児との両立を
支援する各種制度を整備しています。男性の育児参画への取り組みも強化しており、「2020年度配偶者出産時の休暇
取得率95％」を目標に掲げ、配偶者出産時の休暇制度の拡充や育児に関連する制度についての情報発信、職場にポス
ターを掲示するなど、啓蒙活動を進めています。

 富士電機は、経営方針に「多様な人材の意欲を尊重し、チーム
で総合力を発揮する」を掲げ、ダイバーシティ（多様性）の推進
に取り組んでいます。国籍、性別のみならず、価値観・考え方な
どの異なる従業員が、個性を発揮しいきいき働くことにより、
新たな価値を生み出し、企業の競争力強化につながると考えて
います。性別や国籍などにとらわれない新卒採用を行う一方、
キャリアを重視した即戦力採用、また、女性や海外で採用した
従業員の積極的な登用も進めています。

多様性を尊重した人材の採用・登用・活躍／成長の支援

外部評価

ダイバーシティ推進の考え方 ダイバーシティの推進体制 仕事と育児の両立支援

育児支援制度

受賞名 受賞年 概要

［その他の両立支援制度］
結婚休暇、半日休暇、家族看護休暇、5連続休暇、生理休暇、保育時間（女性のみ）、再雇用希望登録制度
※ 積立休暇：自身の有給休暇から積み立て可能な休暇で、特定の事情がある場合に有給休暇として利用可能。

8 週間

8週間 8週間

積立休暇 配偶者出産 ※配偶者の産前産後 8週間において、積立休暇（最大 30日）の利用が可能

Location Flexible 制度　（育児期間中の在宅／サテライトオフィス勤務が可能（利用日数の上限あり））

Location Flexible 制度　（妊娠・育児期間中の在宅／サテライトオフィス勤務が可能（利用日数の上限あり））

育児休職

育児に関する就業時間の短縮／有給休暇の時間単位取得

産前産後休業 育児休職

育児に関する就業時間の短縮／有給休暇の時間単位取得

特別有給休暇 配偶者出産

8週間

厚生労働省
えるぼし（最高ランク） 2018 年

女性の活躍に関する取り組みの実施状況が優良な企業として認定（5つ
の基準項目全てを満たし、最高段階である3段階目として認定） 

 

富士電機は、一人ひとりの多様性を受け入れ、社員の力を最大限発揮できる
仕組みや風土・環境づくりに力を入れています。

 富士電機は、2006年に社長直轄組織「女性活躍推進室」を
発足以来、女性活躍推進を進めてきました。2016年からは、
取組み強化を目的に、ダイバーシティ推進の専任組織の配下
に、各本部責任者および各事業所
担当からなるダイバーシティ推進委
員会を置き、相互に連携しながら取
り組む体制を整え、活動に一層力を
入れています。

　「選択制定年延長制度」に加え今後の高齢化社会を見据え、
最長75歳まで活躍できる仕組みを整備しています。また、退職し
た先輩社員を招いて、さまざまな教育・研修を実施し、先輩社員
の持つノウハウや知識の伝承に積極的に取り組んでいます。

高齢者雇用の推進

　富士電機として障がい者の雇用や職域拡大に積極的に取り組
んでいます。多くの社員がさまざまな職種で活躍しています。

障がい者雇用の推進　上位等級への挑戦意欲の強い女性に対して、所属長との面談
の上、重点的にキャリアを開発する対象者として登録を行い、個
別の育成計画に基づきながら全社横断的に重点的な育成を行う
ことで女性管理職の育成につなげています。

重点キャリア開発対象者の計画的な育成

 介護を必要とする家族や親族をもつ従業員への支援のため、
24時間365日対応の介護相談窓口の設置や、介護ホームぺー
ジ、介護ハンドブックによる情報提供、介護セミナーや上司向け
の介護eラーニングなどの教育といった、さまざまな取組みを実
施しております。また、介護に関する金銭的支援として、会社か
ら介護サービスに掛かる自己負担額への費用支援を行う「介護
見舞金制度」なども設置しています。

介護支援の取り組み

　同性の先輩・上級者が他部門の女性社員に対して、面談を通じ
て女性社員自身の成長を支援する制度で、仕事の進め方や今後
のキャリア形成、ワークとライフの両立などについて相談しま
す。女性同士でコミュニティをつくり、つながりを持つことが、心
強さや刺激となり、仕事への意欲向上に結び付いています。

シスター制度(女性社員間によるメンター制度)

制度利用者数（2019年度）：育児休職取得者（99名）、配偶者出産休暇取得者（225名）、就業時間短縮制度利用者（237名）
育児休職からの復職率・定着率（2019年度）：100％

経済産業省　
ダイバーシティ経営企業 100 選

2013 年 多様な人材の能力を活かして、イノベーションの創出、生産性向上など、
ダイバーシティ推進を経営成果に結び付けている企業として評価

経済産業省・東京証券取引所
準なでしこ銘柄 2019 年

女性のキャリア促進や仕事と家庭の両立サポートなど、女性活躍推進に
優れた企業として評価（2015年度以来4年連続でなでしこ、準なでしこ銘
柄に選定）

出産妊娠 2歳 小学校6年生の3月末

女性活躍の推進

　事業業態・事業内容から、決して女性が多くはない会社です
が、一人でも多くの女性に働いてもらい、女性社員がいきいき
とやりがいと誇りを持って働き続けられるように、女性活躍の

推進に力を入れて取り組
んでいます。特に、女性役
職者数については、2023
年度 400 人を目標として
おり、職場でのOJT（業務
経験を通じた能力開発）に
加え、各種研修を実施して
います。

女性

男性

女性役職者数の実績と目標

2020 年度
（実績）

2023 年度
（目標）

268人

400人

厚生労働省　くるみん 2016 年 ワークライフバランスの推進を目指し、次世代育成支援対策推進法
に基づく厚生労働大臣認定マーク「くるみん」を取得。

厚生労働省　トモ二ン 2019 年 仕事と介護を両立できる職場環境の整備促進に取り組む企業として
「トモ二ン」を取得。

　採用PR活動の一環として、女性の技術者のみで構成する「理
工系女子採用プロジェクトチーム」を組織しています。「女子学生
向けキャリアセミナー」の開催など、女性ならではの視点で、学
生に説明したり、学生の相談に乗ったりしています。

理工系女子採用プロジェクト

　育児休職からの復職者とその上司がお互いの状況・価値観な
どをしっかり共有し、キャリアプランについて話し合う場を持つ
ことで、両者間および職
場での最適な協力方法を
見い出す研修です。復職
後も働きやすい環境を整
えることで、仕事と育児
の両立を実現し、いきい
きと活躍してもらうこと
を目的としています。

育児休職からの復職者と上司のペアワーク研修
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●海外主要子会社

●国内主要連結子会社 （富士電機本体含む)

工場・拠点紹介

23社
社 数

17,681人
従業員数

679,719百万円
売 上 高

50社
社 数

10,279人
従業員数

220,885百万円
売 上 高

国内外に広がる
ネットワーク（2019年）

川崎工場❶ 東京工場❷ 千葉工場❸

鈴鹿工場❹ 神戸工場❺ 松本工場❻

山梨工場❼ 三重工場❽ 吹上工場❾ 

大田原工場10 筑波工場11 設備技術センター12

1

3

4

5
7

10
6

2

9

11

14

8

15

主要
国内拠点

12

13

16

17
18

19
20

21

本社

　本社
13北海道支社
14東北支社
15中部支社
16北陸支社

17関西支社
18四国支社
19中国支社
20九州支社
21沖縄支社

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

研究開発 ものつくり 調達 社内SE

発電プラント 電子デバイス パワー半導体 電子デバイス 研究開発 食品流通

パワエレ エネルギー パワエレ インダストリー パワエレ 受配電・制御機器 パワエレ 情報制御システム

富士電機発祥の地である川崎工場は、富士電機の発電設備の開発・生産
拠点です。川崎工場で作られた発電設備は、日本はもとより世界各国へ納
入され、世界の電気エネルギーを支えています。

地熱発電設備／水力発電設備／風力発電設備／太陽光発電システム／
燃料電池／火力発電設備／原子力関連設備／産業用電動機・発電機／
トンネル用電気集じん機設備

神奈川県川崎市川崎区田辺新田1番1号

主な製品

住　　所

社会・産業基盤を支えるシステムの開発・設計から生産、試験までを行っ
ています。また、当社最大の研究開発拠点でもあり、コア技術と製品プ
ラットフォーム技術のグローバル展開を担っています。

エネルギーマネジメントシステム／電力系統監視システム／
配電自動化システム／電力需給管理サービス／データセンター／駆動制御システム／
計測制御システム／船舶用排ガス浄化システム／各種計測機器・センサー／
放射線管理システム

東京都日野市富士町1番地

主な製品

住　　所

富士電機の電力関連事業の中核として、電力会社や産業分野のニーズに
いち早く応える先進の送変電設備、受配電機器およびパワーエレクトロニ
クス応用電源装置の開発・生産を行っています。

変電設備（変圧器／開閉装置）／大容量整流設備／産業用大型電源主な製品

千葉県市原市八幡海岸通7番地住　　所

パワーエレクトロニクス関連製品のグローバルマザー拠点を担っていま
す。2016年には地区内に設計開発・試作機能を集約したパワエレテクニ
カルセンターを竣工し、競争力のある新製品の開発効率を高めています。

インバータ／サーボ／モータ／誘導炉／鉄道車両用電機／車載EVシステム主な製品

三重県鈴鹿市南玉垣町5520番地住　　所

配電盤、電源装置のグローバルマザー工場を担っています。高い信頼性を
誇る製品は、産業・社会インフラのあらゆる分野における「電力の安定供
給」と「エネルギーの効率利用による最適化」に役立っています。

配電盤／無停電電源装置（UPS）／パワーコンディショナ（PCS）主な製品

兵庫県神戸市西区高塚台4丁目1番地の1住　　所

パワー半導体事業のグローバルマザー工場として、パワー半導体の開発・
生産を行っています。生産設備の大部分はクリーンルームであり、年々増大
する電子デバイスへの小型化要求に応えられるよう、清浄な環境のもとで
高性能かつ高機能な製品を生み出しています。

IGBTモジュール／パワーMOSFET ／電源制御IC ／パワーIC ／
ダイオード／プロセス技術／デバイス技術／パッケージング技術／ SiCモジュール
主な製品

長野県松本市筑摩四丁目18番1号住　　所

半導体デバイスの新たな生産工場として、世界トップレベルの車載用パワー半
導体を生産しています。また、電気・熱エネルギー技術を駆使し、電力の安定
供給・省エネを実現するFEMS（Factory Energy Management System）
のモデル工場でもあり、2016年には省エネ大賞を受賞しました。

車載用IGBTモジュール主な製品

山梨県南アルプス市飯野221番地1住　　所

国内トップシェアを誇る自動販売機をはじめ、店舗に欠かせない冷蔵・冷
凍ショーケースなどの開発・生産を行っています。最新鋭の生産ラインに
よる高品質なものつくりを行うとともに、工場のスマート化によりエネル
ギー消費量の削減を実現しています。

飲料自動販売機（缶・ペットボトル・カップなど）／食品・物品自動販売機／
ディスペンサー、自動給茶機、冷凍・冷蔵ショーケース／エネルギー管理システム／
自動釣銭機／コンビニエンスストア向けコーヒーマシン

主な製品

三重県四日市市富士町1番27号住　　所

日々高度化する工場のFAラインやインテリジェントビルなどの最先端設
備等、産業インフラの根幹を担う電気システムの正確な運転を支える受配
電機器・制御機器の開発・生産を行っています。

電磁開閉器／電磁接触器／マニュアルモータスタータ／高圧真空遮断器／
保護継電器／制御リレー・タイマ／ FAセンサ／エネルギー監視ユニット／
システム機器（ソフトウェア、ネットワーク）

主な製品

埼玉県鴻巣市南一丁目5番45号住　　所

吹上工場の姉妹工場として設立された大田原工場では、低圧受配電機器の開
発・生産を行っています。近くにはリゾート地として名高い那須高原・塩原温
泉があり、恵まれた自然環境に立地しています。

配線用遮断器／漏電遮断器

栃木県大田原市中田原1043番地

主な製品

住　　所

「無停電電源装置」「配電盤」のものつくり拠点として、複雑化・多様化する産
業・社会基盤に必要不可欠な電気エネルギーの安定供給に貢献しています。

配電盤／無停電電源装置（UPS）

茨城県稲敷郡阿見町香澄の里36番1号

主な製品

住　　所

設備技術センターは、富士電機の「ものつくり力」を高める中核拠点で
す。国内工場をマザー工場として海外生産拠点を強力に指導・管理、サ
ポートし、より確固なものとするために、生産技術のマザー機能として「も
のつくり力」の強化に注力しています。

生産・製造技術／生産管理技術／設備開発・設計／材料・評価技術

埼玉県鴻巣市前砂160番地1

主な技術

住　　所
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